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は
じ
め
に

　
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』（
以
下
、
陸
疏
）
は
、『
毛
詩
』
に
登
場
す

る
動
植
物
に
つ
い
て
解
説
し
た
注
釈
書
で
あ
る
が
、
原
本
は
散
佚
し
た
と

さ
れ
る
。
現
行
本
は
明
末
に
『
毛
詩
正
義
』
な
ど
に
引
か
れ
た
佚
文
を
収

集
し
た
佚
集
本
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
、
明
末
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
唐
本

に
つ
い
て
整
理
し１

、
ま
た
別
に
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
和
刻
本
と
図
解
本
に

つ
い
て
述
べ
た２

。
し
か
し
、
日
本
へ
の
受
容
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
陸
疏
は
、
日
本
で
も
明
末
以
降
の
佚
集
本
や

和
刻
本
を
除
い
て
伝
本
を
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
手
が
か
り
は
少
な
い
が
、

国
書
に
お
け
る
引
用
の
中
に
何
ら
か
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
検
討

し
た
い
（
以
下
、
注
記
の
な
い
限
り
、
原
文
を
引
用
す
る
際
の
句
読
点
は

筆
者
に
よ
る
。
ま
た
、
用
字
は
正
字
体
に
統
一
し
た
）。

一
．
佚
集
書
と
し
て
の
陸
疏

　

ま
ず
、
陸
疏
の
散
佚
時
期
と
佚
集
本
刊
行
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
陸
疏

は
、
名
物
学
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
り
、『
毛
詩
正
義
』（
以
下
、『
正
義
』）

や
宋
厳
粲
『
詩
緝
』
な
ど
『
詩
経
』
の
注
釈
書
は
も
ち
ろ
ん
、『
太
平
御
覧
』

（
以
下
、『
御
覧
』）
な
ど
の
類
書
、『
証
類
本
草
』
な
ど
の
本
草
書
に
も
多

く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
四
庫
全
書
提
要
』
に
「
原
本
久
佚
。

日
本
に
お
け
る
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
の
受
容

―
国
書
中
の
引
用
に
関
す
る
調
査

矢
島　

明
希
子
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此
本
不
知
何
人
所
輯
。
大
抵
從
詩
正
義
中
錄
出
」
と
い
う
よ
う
に
、
陸
疏

は
『
詩
経
』
解
釈
の
基
本
書
で
あ
り
な
が
ら
、
成
立
に
不
明
な
点
が
多
い
。

撰
者
お
よ
び
成
書
年
代
に
は
三
国
呉
の
陸
璣
（
字
元
恪
）
説
、
三
国
末
か

ら
晋
の
文
人
で
あ
る
陸
機
（
字
士
衡
）
説
、
唐
の
陸
璣
説
の
三
説
が
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、『
四
庫
全
書
提
要
』
を
は
じ
め
多
く
の
先
人
が

議
論
し
て
い
る
が
、
未
だ
決
着
を
見
な
い
。
本
稿
で
は
、
陸
キ
の
名
を
引

用
す
る
場
合
は
ひ
と
ま
ず
引
用
元
の
表
記
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

目
録
を
た
ど
る
と
、
ま
ず
『
隋
書
』
経
籍
志
（
以
下
、『
隋
志
』）
に
、

毛
詩
草
木
蟲
魚
疏
二
卷　

烏
程
令
吳
郡
陸
機
撰

と
あ
り
、『
旧
唐
書
』・『
新
唐
書
』・『
宋
史
』
ま
で
は
正
史
の
経
籍
志
・

藝
文
志
に
陸
疏
と
思
し
き
書
名
が
挙
が
る
。
そ
の
他
、
宋
代
で
は
鄭
樵
『
通

志
』
や
、
晁
公
武
『
郡
斎
読
書
志
』、
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
も

そ
の
書
名
が
見
え
る
。
元
の
馬
端
臨
『
文
献
通
考
』
で
は
、
陸
疏
に
つ
い

て
『
崇
文
総
目
』
や
陳
振
孫
の
説
を
引
い
て
考
証
し
て
い
る
。
明
代
に
は

『
文
淵
閣
書
目
』
や
徐
𤊹
『
徐
氏
家
蔵
書
目
』
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
宋

代
以
降
も
通
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る３

。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
が
同
一
の

テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

陸
疏
は
『
正
義
』
に
「
草
木
疏
」
や
「
陸
機
疏
」
な
ど
と
引
か
れ
、『
御

覧
』
で
は
「
毛
詩
義
疏
」・「
陸
機
毛
詩
疏
義
」
な
ど
と
し
て
動
植
物
に
関

す
る
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
引
用
が
同
一
テ
キ
ス
ト
か
ら
の

引
用
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
徐
建
委
氏
が
検
討
し
て
い
る４

。
徐
氏
に
よ
れ

ば
、『
斉
民
要
術
』
の
注
文
や
『
御
覧
』・『
正
義
』
に
「
詩
義
疏
」
や
「
陸

機
毛
詩
疏
義
」
な
ど
の
書
名
で
引
用
さ
れ
る
内
容
が
、
類
似
し
て
は
い
る

も
の
の
書
物
に
よ
っ
て
情
報
量
が
異
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
原

本
の
流
伝
や
類
書
へ
の
引
用
な
ど
の
過
程
で
異
な
る
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が

作
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
伝
本
を
引
用
し
た
た
め
と
す
る
。
ま
た
、

『
四
庫
全
書
提
要
』
が
「
今
本
」
の
陸
疏
は
『
正
義
』
か
ら
録
出
さ
れ
た

佚
集
本
と
す
る
説
に
対
し
、
今
本
は
『
正
義
』
の
引
用
よ
り
も
情
報
量
の

多
い
条
目
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
『
正
義
』
や
『
御
覧
』
の
み

か
ら
録
出
し
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る５

。

　

明
末
か
ら
清
代
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
陸
疏
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
翻
刻

は
除
く
）。

明
陳
継
儒
編
『
陳
眉
公
秘
笈
普
集
』
所
収
『
刻
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』

二
巻　

明
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
序
刊

明
呉
永
編
『
続
百
川
学
海
』
所
収
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
』
二
巻　

明
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天
啓
年
間
（
一
六
二
一
─

二
七
）
刊

　
　

※
『
唐
宋
叢
書
』・『
重
較
説
郛
』
所
収
本
は
同
版

明
樊
維
城
編
『
塩
邑
志
林
』
所
収
『
陸
元
恪
草
木
虫
魚
疏
』
二
巻　

明

天
啓
三
年
（
一
六
二
三
）
序
刊

明
毛
晋
撰
『
津
逮
秘
書
』
所
収
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
広
要
』
四
巻

明
崇
禎
一
二
年
（
一
六
三
九
）
序
刊

清
趙
佑
校
『
草
木
疏
校
正
』
二
巻　

清
乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
）

跋
刊

清
王
謨
編
『
増
訂
漢
魏
叢
書
』
所
収
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
二
巻

清
乾
隆
五
十
七
年
（
一
七
九
二
）
刊

清
丁
晏
撰
『
頤
志
齋
叢
書
』
所
収
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
二
巻　

同
治
元
年
（
一
八
六
二
）
刊

清
羅
振
玉
校
『
毛
詩
艸
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
二
巻　

光
緒
十
二
年
（
一
八

八
六
）
序
刊　

排
印

こ
れ
ら
は
、
編
者
・
校
訂
者
に
よ
っ
て
収
録
内
容
に
異
同
が
あ
る６

。
そ
の

た
め
、
何
を
以
て
「
今
本
」
と
す
る
の
か
さ
え
難
し
い
。
王
孫
涵
之
氏
は

「
今
本
」
の
祖
本
を
明
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
の
秘
笈
本
と
し
、
そ
の

内
容
に
は
か
な
り
の
改
竄
が
あ
る
と
し
た
。
原
陸
疏
が
断
絶
し
て
し
ま
っ

た
以
上
、
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
諸
本
に
何
ら
か
の
改
編
や
混
乱
が
生
じ
る

こ
と
は
免
れ
な
い
だ
ろ
う
。

二
．
日
本
へ
の
流
入

（
一
）『
日
本
国
見
在
書
目
録
』

　

次
に
、
日
本
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
九
世
紀
末
の
藤
原

佐
世
撰
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』（
以
下
、『
見
在
書
目
録
』）
に
は
、

毛
詩
草
木
魚
蟲
疏
二
卷 

晉
陸
機
撰

と
あ
る７

。『
見
在
書
目
録
』
は
、『
隋
志
』
の
記
述
を
参
照
し
て
巻
数
を
改

め
る
な
ど
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
さ
れ８

、『
見
在
書
目
録
』

に
掲
出
さ
れ
た
書
目
に
つ
い
て
、
実
際
に
当
時
日
本
へ
伝
来
し
て
い
た
の

か
ど
う
か
疑
問
を
呈
す
る
意
見
も
あ
る９

。

　

陸
疏
に
つ
い
て
い
え
ば
、
書
名
は
『
隋
志
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、『
隋
志
』

が
「
烏
程
令
吳
郡
」
と
す
る
撰
者
の
冠
は
、
た
だ
「
晉
」
と
し
て
い
る
。

管
見
の
限
り
、
中
国
の
目
録
で
陸
疏
の
撰
者
の
年
代
を
「
晉
」
と
明
記
し

た
文
献
は
見
当
た
ら
な
い
。
日
本
伝
本
に
そ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
か
、
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あ
る
い
は
、
陸
機
の
名
か
ら
撰
者
が
晋
の
陸
士
衡
と
判
断
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。『
見
在
書
目
録
』
の
記
載
の
み
を
以
て
、
当
時
陸
疏
が
実
際
に

伝
来
し
て
い
た
証
拠
と
す
る
に
は
不
安
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
隋
志
』

の
記
述
と
は
異
な
る
情
報
が
本
邦
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

『
見
在
書
目
録
』
の
記
述
が
、
九
世
紀
後
半
に
伝
存
し
て
い
た
書
物
の
目

録
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
時
日
本
へ
伝
来
し
て
い
た
の
は
散
佚
以
前
の
原

陸
疏
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
独
立
し
た
一
項
目
と
し
て
立
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
一
本
の
書
物
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
平
安
時
代
末
期
の
藤
原
通
憲
（
一
一
〇
六
─
一
一
六
〇
）
の

蔵
書
目
録
で
あ
る
『
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
』
に
陸
疏
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。

当
時
す
で
に
『
正
義
』
が
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば10

、
平
安
時
代

末
期
に
は
単
独
の
陸
疏
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）
和
刻
本
の
刊
行

　

江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
和
刻
本
の
底
本
に
つ
い
て
も
、
概
略
を
述
べ

て
お
き
た
い
。

　

和
刻
本
『
毛
詩
艸
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
二
巻
は
、
松
下
見
林
（
一
六
三
七

─
一
七
〇
四
）
が
点
を
附
し
、
大
阪
の
毛
利
田
庄
太
郎
等
に
よ
っ
て
刊
行

さ
れ
た
。
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
の
見
林
の
跋
文
に
は
、
そ
の
底
本
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

我
邦
浪
速
諸
生
楢
村
衜
菴
家
有
舊
藏
之
卷
、
書
肆
毛
利
田
氏
新
寫
之
、

乞
訓
點
于
余
。

　

こ
の
跋
文
で
い
う
楢
村
道
菴
家
蔵
本
が
い
か
な
る
本
で
あ
っ
た
の
か
は

定
か
で
な
い
。『
見
在
書
目
録
』
の
陸
疏
が
日
本
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、

楢
村
家
に
蔵
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
和

刻
本
は
撰
者
名
を
「
唐
吳
郡　

陸
璣
著
」
と
し
て
お
り
、「
晉
陸
機
」
と

す
る
『
見
在
書
目
録
』
と
は
異
な
る
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
収
録

篇
目
や
本
文
の
内
容
は
、
秘
笈
本
や
続
百
川
学
海
本
に
近
い11

。

　

当
時
す
で
に
中
国
で
は
佚
集
本
陸
疏
を
収
録
し
た
叢
書
が
刊
行
さ
れ
て

お
り
、
日
本
で
も
元
禄
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
一
色
時
棟
の
蔵
書
目
録
『
二

酉
洞
』
に
こ
れ
ら
の
叢
書
が
見
え
、
そ
の
細
目
に
は
陸
疏
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
元
禄
期
に
は
、
こ
う
し
た
叢
書
を
通
じ
て
陸
疏
が
流
入
し
て
お
り
、

和
刻
本
の
底
本
も
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
唐
本
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
見
在
書
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
以
降
、
今
の
と
こ
ろ
、
佚
集
本
流
入

以
前
の
伝
本
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
日
本
に
お
い
て
も
単
独
の
原
陸
疏

は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
中
国
に
お
け
る
陸
疏
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が
『
正
義
』
や
本
草
書
・
類
書
な
ど
に
引
用
さ
れ
て
生
き
残
っ
た
よ
う
に
、

佚
集
本
が
流
入
す
る
以
前
に
編
纂
さ
れ
た
日
本
の
書
物
に
も
陸
疏
は
引
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
多
く
が
陸
疏
を
含
ん
だ
『
正
義
』
や
本
草
書
の
孫

引
き
と
想
定
さ
れ
る
が
、
今
、
そ
う
し
た
引
文
を
検
討
し
、
国
書
に
お
け

る
陸
疏
の
受
容
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

三
．
国
書
中
の
引
用

　

で
は
、
国
書
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
陸
疏
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て

い
き
た
い
。『
毛
詩
』
に
登
場
す
る
動
植
物
に
関
す
る
名
物
書
と
い
う
陸

疏
の
性
格
か
ら
、『
詩
経
』
の
名
物
書
や
本
草
書
・
古
辞
書
を
中
心
に
、

次
の
七
点
に
つ
い
て
陸
疏
の
引
用
状
況
を
確
認
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本

に
つ
い
て
は
各
項
目
で
述
べ
る
。

『
倭
名
類
聚
抄
』

『
本
草
色
葉
鈔
』

『
毛
詩
抄
』

『
多
識
編
』

『
詩
経
小
識
』

『
大
和
本
草
』

『
詩
経
名
物
辨
解
』

　

こ
の
う
ち
、
明
末
の
佚
集
本
流
入
以
前
に
成
立
し
た
書
物
は
、『
倭
名

類
聚
抄
』・『
本
草
色
葉
鈔
』・『
毛
詩
抄
』・『
多
識
編
』
で
あ
る
。『
多
識
編
』

を
除
く
江
戸
時
代
以
前
の
書
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
の
隔
た
り
が
大
き
く
、

通
時
的
な
変
遷
を
検
討
す
る
の
に
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
佚
集
本
流
入

以
前
の
和
漢
辞
典
、
本
草
索
引
、『
毛
詩
』
の
注
釈
書
を
見
る
こ
と
で
、

一
定
の
傾
向
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
一

方
で
、
江
戸
時
代
以
降
は
多
く
の
本
草
書
・
名
物
書
が
著
さ
れ
た
。
そ
の

中
で
も
日
本
本
草
学
の
画
期
と
さ
れ
る
『
大
和
本
草
』
や
、
日
本
人
に
よ

る
『
詩
経
』
の
名
物
書
と
し
て
最
初
と
な
る
『
詩
経
小
識
』、
そ
れ
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
た
『
詩
経
名
物
辨
解
』
を
採
り
上
げ
た
。

（
一
）『
倭
名
類
聚
抄
』

　

ま
ず
は
、『
見
在
書
目
録
』
と
比
較
的
時
代
が
近
い
も
の
と
し
て
、
十

世
紀
前
半
に
成
立
し
た
源
順
撰
『
倭
名
類
聚
抄
』（
以
下
『
和
名
抄
』）
を

見
た
い
。『
和
名
抄
』
の
伝
本
に
は
二
十
巻
本
と
十
巻
本
の
二
系
統
あ
る
が
、

ど
ち
ら
が
原
撰
に
近
い
の
か
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
底
本
を
確
定
し
が

た
い
。
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
、
狩
谷
棭
斎
が
京
本
を
も
と
に
諸
本
と
校
訂

し
た
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』
十
巻
に
拠
っ
た12

。
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『
和
名
抄
』
は
、
漢
語
の
名
詞
を
掲
出
し
、
そ
れ
に
対
し
て
和
漢
の
典

籍
を
引
用
し
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
巻
七
の
羽
族
部
・
毛
群

部
、
巻
八
の
龍
魚
部
・
亀
貝
部
・
虫
豸
部
、
巻
九
の
稲
穀
部
・
菜
蔬
部
・

果
蓏
部
、
巻
十
の
草
木
部
に
は
動
植
物
に
関
す
る
語
彙
が
収
め
ら
れ
て
お

り
、『
毛
詩
』
の
注
釈
を
引
用
す
る
項
目
も
見
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
例

を
い
く
つ
か
挙
げ
る
。

巻
七
・
羽
族
部
・
鳥
名
・「
鳥
」

毛
詩
注
云
、
鳥
之
雌
雄
、
不
分
別
者
、
以
翼
知
之
、
右
掩
左
雄
、
左

掩
右
雌
、
陰
陽
相
下
之
義
也
。（
小
雅
・
白
華
「
鴛
鴦
在
梁
、
戢
其

左
翼
」
鄭
箋
）

同
・「
鴻
鴈
」

毛
詩
鴻
鴈
篇
注
云
、
大
曰
鴻
、
小
曰
鴈
。（
小
雅
・
鴻
鴈
「
鴻
鴈
于

飛
肅
肅
其
羽
」
毛
伝
）

巻
八
・
虫
豸
部
・
虫
名
・「
螟
蛉
」

毛
詩
注
云
、
螟
蛉
、
蒼
蟲
也
。（
小
雅
・
小
宛
「
螟
蛉
有
子
蜾
蠃
負
之
」

毛
伝
、
現
行
の
毛
伝
は
「
桑
蟲
」
と
す
る
）

巻
九
・
菜
蔬
部
・
藻
類
・「
藻
」

毛
詩
注
云
、
藻
、
水
草
也
。（
小
雅
・
魚
藻
「
魚
在
在
藻
、
有
頒
其
首
」

鄭
箋
、
現
行
の
鄭
箋
は
「
水
菜
」
と
す
る
）

　

以
上
の
よ
う
に
、『
和
名
抄
』
で
は
「
毛
詩
注
」
な
ど
と
し
て
毛
伝
や

鄭
箋
を
引
用
し
て
い
る
。
動
植
物
に
関
す
る
九
つ
の
部
類
の
う
ち
、「
毛

詩
注
」
は
十
三
項
目
で
、
多
い
と
は
い
え
な
い
。「
螟
蛉
」
は
佚
集
本
陸

疏
に
見
え
、『
正
義
』
で
も
陸
疏
を
引
用
し
て
い
る
が
、『
和
名
抄
』
で
は

陸
疏
に
言
及
は
な
い
。
こ
の
他
、『
和
名
抄
』
に
は
「
雎
鳩
」
な
ど
、
佚

集
本
陸
疏
に
収
録
さ
れ
て
い
る
語
彙
を
多
く
含
む
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も

陸
疏
の
引
用
は
見
ら
れ
な
い13

。『
和
名
抄
』
で
は
、
動
植
物
の
語
彙
を
解

釈
す
る
に
あ
た
っ
て
『
毛
詩
』
の
毛
伝
や
鄭
注
ま
で
は
参
照
し
て
い
る
が
、

陸
疏
は
採
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）『
本
草
色
葉
鈔
』

　
『
本
草
色
葉
鈔
』（
以
下
、『
色
葉
鈔
』）
は
、
十
三
世
紀
後
半
に
惟
宗
具

俊
が
編
纂
し
た
い
ろ
は
引
の
辞
書
で
あ
る
。
本
稿
で
は
内
閣
文
庫
所
蔵
の

室
町
時
代
写
本
に
拠
っ
た14

。『
証
類
本
草
』（
以
下
、『
証
類
』）
か
ら
薬
名

を
抽
出
し
、
い
ろ
は
順
に
排
列
し
た
も
の
で
、
薬
名
の
下
に
は
小
字
で
別

名
や
薬
効
に
つ
い
て
簡
潔
な
解
説
を
附
す
。
こ
の
解
説
も
概
ね
『
証
類
』
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に
拠
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、「
保
」
部
の
「
木
蘭
」
に
は
、

同
（
證
）
十
二
味
苦
寒
、
無
毒
、
主
身
大
熱
在
皮
膚
中
去
、
面
熱
赤

皰
酒
皶
、［
惡
風
癲
疾
］
陰
下
痒
濕
、［
明
耳
目
］
療
中
風
傷
寒
、
及

癰
疽
水
腫
、
去
臭
氣
。

と
あ
る
。［　

］
は
現
行
の
『
証
類
』
に
見
え
、『
色
葉
鈔
』
に
見
え
な
い

箇
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
節
略
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

　

で
は
、
陸
疏
は
ど
の
よ
う
に
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
確
に

典
拠
を
あ
げ
て
引
用
す
る
例
は
、
地
部
「
女
貞
實
」
の
別
名
「
枸
骨
木
」

で
あ
る
。『
色
葉
鈔
』
は
次
の
よ
う
に
引
く
。

體
白
似
骨
故
以
名
。
南
人
取
作
器
。
爾
雅
（
小
雅
の
誤
り
）
云
、
南

山
有
枸
、
陸
機
云
、
山
木
其
狀
如
櫨
、
一
名
枸
骨
、
理
白
可
爲
函
板

者
是
之
。

こ
れ
も
『
証
類
』
か
ら
の
引
用
と
見
ら
れ
、『
証
類
』
で
は
下
線
部
に
当

た
る
箇
所
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

詩
小
雅
云
、
南
山
有
枸
、
陸
機
云
、
山
木
其
狀
如
櫨
、
一
名
枸
骨
、

理
白
可
爲
函
板
者
是
此
也
。

　
『
色
葉
鈔
』
は
『
証
類
』
の
こ
の
文
を
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

『
正
義
』
を
確
認
す
る
と
、
陸
疏
が
「
一
名
枸
骨
」
と
す
る
の
は
、
同
じ

小
雅
・
南
山
有
臺
の
「
南
山
有
杞
」
と
い
う
句
に
対
す
る
陸
徳
明
音
釈
「
杞

音
起
。
草
木
疏
云
、
其
樹
如
樗
、
一
名
狗
骨
」
で
あ
る15

。
つ
ま
り
、『
証
類
』

が
「
南
山
有
枸
」
の
陸
疏
と
し
て
「
一
名
枸
骨
」
を
引
く
の
は
誤
り
で
あ

り16

、『
色
葉
鈔
』
は
そ
の
混
乱
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
引
用
の
典
拠
が
省
略
さ
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
。
不
部
の
「
蕪
菁
」

の
項
に
は
、
別
名
と
し
て
「
葑
」
を
挙
げ
、
そ
の
下
に
小
字
で
、

―
（
葑
）
蕪
菁
也
、
陳
宋
之
閒
謂
之
―
（
葑
）、
幽
州
人
謂
之
芥
。

と
す
る
。『
証
類
』
を
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

禮
坊
記
註
云
、
葑
蔓
菁
也
。
陳
宋
之
閒
謂
之
葑
。
陸
璣
云
、
葑
蕪
菁
、

幽
州
人
謂
之
芥
。
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『
色
葉
鈔
』
で
は
、『
証
類
』
が
典
拠
と
す
る
『
礼
記
』
坊
記
、
そ
し
て

陸
疏
が
省
略
さ
れ
、
二
つ
の
引
文
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
例
は
、

志
部
の
「
梓
白
皮
」
の
別
名
と
し
て
「
楸
」
の
解
説
に
も
見
え
る
。「
楸
」

の
下
に
は
小
字
双
行
で
次
の
よ
う
に
あ
る
。

梓
者
、
楸
之
疏
理
白
色
而
生
子
者
。

『
証
類
』
で
は
、「
圖
經
」
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

詩
鄘
風
云
椅
桐
梓
漆
、
陸
機
云
、
梓
者
、
楸
之
疏
理
白
色
而
生
子
者

爲
梓
、
梓
實
桐
皮
曰
椅
、
大
同
而
小
別
也
。
又
一
種
、
鼠
梓
一
名
楰
、

亦
楸
之
屬
也
。
江
東
人
謂
之
虎
梓
。
詩
小
雅
云
北
山
有
楰
、
陸
機
云
、

其
枝
葉
木
理
如
楸
、
山
楸
之
異
者
、
今
人
謂
之
苦
楸
、
是
也17

。

こ
こ
で
も
、『
証
類
』
の
挙
げ
る
典
拠
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
色
葉
鈔
』
の
解
説
で
は
、
す
で
に
『
証
類
』
で
起
き

て
い
る
陸
疏
の
混
乱
を
検
証
す
る
こ
と
な
く
引
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
引

用
の
典
拠
が
間
々
省
略
さ
れ
、
他
の
引
用
文
と
一
体
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

（
三
）『
毛
詩
抄
』

　

陸
疏
は
上
述
の
『
証
類
』
の
よ
う
に
本
草
書
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
そ
も
そ
も
『
毛
詩
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
室
町
時
代
後

期
の
博
士
家
で
あ
る
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
─
一
五
五
〇
）
の
講
義
録
『
毛

詩
抄
』
に
つ
い
て
見
た
い
。
現
存
す
る
諸
本
の
源
流
は
、
建
仁
寺
両
足
院

に
伝
わ
る
林
宗
二
・
林
宗
和
筆
写
本
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
他
い
く

つ
か
の
伝
本
が
あ
る
が
、
各
本
に
虫
損
や
欠
落
な
ど
の
問
題
が
あ
る18

。

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
校
合
・
翻
刻
し
た
倉
石
武
四
郎
・
小
川

環
樹
・
木
田
章
義
校
訂
『
毛
詩
抄　

詩
経
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）

に
拠
っ
た
。

　

日
本
に
お
け
る
『
詩
経
』
の
学
は
、
伝
統
的
に
毛
伝
・
鄭
箋
の
古
注
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
博
士
家
で
も
古
注
が
用
い
ら
れ
た
が
、
朱
熹
の
新
注
が

流
入
し
て
以
来
、
清
原
家
で
も
新
注
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
宣

賢
の
『
毛
詩
抄
』
は
『
正
義
』
の
単
疏
本
に
拠
っ
た
と
さ
れ
、
宣
賢
が
引

用
す
る
『
正
義
』
は
単
疏
本
の
貴
重
な
佚
文
と
い
え
る
。
ま
た
、『
正
義
』

は
多
く
陸
疏
を
引
用
し
て
お
り
、
佚
集
本
陸
疏
も
『
正
義
』
に
よ
る
と
こ

ろ
が
多
い
（
四
庫
全
書
提
要
）。
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で
は
、
具
体
的
に
『
毛
詩
抄
』
に
お
け
る
陸
疏
の
引
用
を
確
認
し
た
い
。

　

ま
ず
は
巻
一
・
周
南
・
関
雎
の
「
關
關
雎
鳩
」
毛
伝
「
雎
鳩
、
王
雎
也
」

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

王
雎
は
爾
雅
に
郭
璞
が
注
に
鵰タ
カ

の
類
ぞ
。
鴞カ
ク

と
云イ
フ

鳥
ぞ19

。
陸
璣
草
木

疏
に
は
わ
し
と
も
、
と
び
共ト
モ

し
た
ぞ
。
深
目
な
ぞ
、
尾
の
上
が
白
い

鳥
ぞ
。

　

陸
疏
以
下
は
、『
正
義
』
の
、

陸
機
疏
云
、
雎
鳩
大
小
如
鴟
、
深
目
、
目
上
骨
露
。
幽
州
人
謂
之
鷲
、

而
揚
雄
・
許
愼
皆
曰
白
鷢
、
似
鷹
尾
上
白
。

に
よ
る
解
釈
と
考
え
ら
れ20

、
こ
の
解
釈
の
後
に
『
正
義
』
の
原
文
を
附
し

て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
宣
賢
の
講
義
の
中
に
は
「
陸
璣
草
木
疏
」
や

「
草
木
疏
」
な
ど
と
典
拠
を
明
ら
か
に
し
て
解
説
し
、
さ
ら
に
『
正
義
』

の
原
文
を
附
す
例
が
他
に
も
数
例
見
ら
れ
る
。

　
「
雎
鳩
」
の
解
釈
の
う
ち
、「
わ
し
と
も
、
と
び
共
し
た
ぞ
」
と
い
う
「
と

び
」
は
大
き
さ
を
喩
え
た
「
如
鴟
」
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
佚
集
本

陸
疏
の
う
ち
、
明
末
の
諸
本
は
こ
の
「
鴟
」
を
「
鳩
」
に
作
っ
て
お
り
、

毛
晋
広
要
本
は
「
一
作
鴟
誤
」
と
注
を
附
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
毛
詩
』

や
『
爾
雅
』
の
注
疏
な
ど
伝
世
文
献
の
陸
疏
引
用
に
お
い
て
、
本
句
を

「
鳩
」
に
作
る
例
は
見
当
た
ら
な
い
。『
毛
詩
抄
』
の
こ
の
一
節
は
、
日
本

伝
本
に
お
い
て
も
『
正
義
』
で
は
本
句
を
「
鴟
」
に
作
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
「
雎
鳩
」
の
例
は
陸
疏
に
拠
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
が
、
宣
賢
の
講

義
の
中
で
は
典
拠
が
省
略
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
巻
一
・
周
南
・
巻
耳
の

「
巻
耳
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

卷
耳
は
和
名
い
し
み
の
と
云
草
ぞ
。
①
葉
が
鼠
の
耳
に
似
た
程
に
、

鼠
耳
と
も
云
ぞ
。
②
四
月
の
時
分
に
實
が
な
る
。
女
の
耳
の
か
ざ
り

に
似
た
程
に
、
耳
璫
と
も
云
ぞ
。

（
中
略
）

釋
草
文
、
郭
璞
曰
、
廣
雅
云
、
枲
耳
亦
云
胡
枲
、
江
東
呼
常
枲
、
或

曰
苓
耳
、
①
形
似
鼠
耳
、
叢
生
似
盤
。
陸
璣
疏
云
、
葉
靑
白
色
、
似

胡
荽
、
白
華
細
莖
、
蔓
生
、
可
煑
爲
茹
、
滑
而
少
味
。
②
四
月
中
生

子
、
如
婦
人
耳
中
璫
、
今
或
謂
之
耳
璫
、
幽
州
人
謂
之
爵
耳
、
是
也
。
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巻
耳
の
例
は
、
特
に
典
拠
を
挙
げ
な
い
が
、
後
の
原
文
の
引
用
に
よ
っ

て
、
下
線
部
①
は
『
爾
雅
』
郭
璞
注
、
下
線
部
②
は
陸
疏
を
根
拠
に
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
他
、
典
拠
が
曖
昧
な
例
に
、
巻
二
・
邶
風
・
旄
丘
の
「
瑣
兮
尾
兮
、

流
離
之
子
」
の
解
釈
が
あ
る
。
こ
こ
で
宣
賢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

流
離
は
梟
ぞ
。
不
孝
鳥
で
、
大
に
な
つ
た
れ
ば
、
母
を
食
ふ
鳥
ぞ
。

瑣
は
わ
か
き
貌
ぞ
。
尾
は
か
を
よ
い
貌
ぞ
。
こ
ゝ
に
若
て
か
を
よ
い

者
が
あ
る
は
た
が
こ
ぞ
。
ふ
く
ろ
ふ
の
子
ぞ
。
し
た
が
、
大
に
な
つ

た
れ
ば
、
見
に
く
い
ぞ
。

　

こ
の
解
釈
は
、『
正
義
』
の
、

瑣
者
小
貌
、
尾
者
好
貌
、
故
幷
言
小
好
之
貌
。
釋
訓
云
、
瑣
瑣
小
也
。

釋
鳥
云
、
鳥
少
美
、
長
醜
爲
鶹
鷅
、
陸
機
云
、
流
離
梟
也
。
自
關
西

謂
梟
爲
流
離
、
其
子
適
長
大
、
還
食
其
母
、
故
張
奐
云
、
鶹
鷅
食
母
、

許
愼
云
梟
不
孝
鳥
、
是
也
。

に
当
た
る21

。
梟
が
母
を
食
う
と
い
う
俗
信
は
、
後
漢
頃
に
は
定
着
し
て
い

た
と
見
え
、『
呂
氏
春
秋
』
の
高
誘
注
な
ど
に
見
え
る
。
ま
た
、『
孝
子
伝
』

に
は
こ
の
俗
信
を
下
敷
き
に
し
た
伯
奇
や
曾
参
の
説
話
が
収
録
さ
れ
、
日

本
へ
も
伝
来
し
、
宣
賢
の
孫
で
あ
る
清
原
枝
賢
の
天
正
八
年
識
語
を
存
す

る
船
橋
家
本
が
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る22

。
母
を
食
う
と
い
う
宣
賢
の
解

説
は
、
こ
う
し
た
俗
信
が
念
頭
に
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
前
後
の
文
を
踏
ま
え
れ
ば
、
や
は
り
『
正
義
』
が
引
く
陸
疏
に
基
づ

い
た
解
釈
と
考
え
ら
れ
よ
う23

。

　

以
上
は
陸
疏
に
よ
っ
て
『
毛
詩
』
の
本
文
あ
る
い
は
注
の
解
釈
を
し
た

例
で
あ
る
が
、
巻
三
・
鄘
風
・
定
之
方
中
「
樹
之
榛
栗
、
椅
桐
梓
漆
、
爰

伐
琴
瑟
」
の
鄭
箋
「
樹
此
六
木
於
宮
者
、
曰
其
長
大
可
伐
、
以
爲
琴
瑟
、

言
豫
備
也
」
に
つ
い
て
宣
賢
は
、

此
六
木
は
何
と
や
ら
な
木
ぢ
や
と
、
陸
璣
が
草
木
疏
を
引
き
た
れ
ど

も
、
い
ら
ぬ
事
ぢ
や
程
に
略シ申
ぞ
。
近
注
に
榛
と
栗
と
二
を
ば
、
神

供
の
時
、
籩
實
に
盛
て
宗
廟
に
供
す
る
ぞ
。

と
陸
疏
を
省
略
し
、「
近
注
」
以
下
は
朱
熹
の
集
伝
に
よ
っ
て
各
樹
木
が

祭
祀
に
用
い
る
器
物
の
材
料
と
な
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
宣
賢
が
「
六

木
は
何
と
や
ら
な
木
ぢ
や
」
と
省
略
し
た
部
分
は
、『
正
義
』
に
次
の
よ
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う
に
あ
る
。

釋
木
云
、
椅
梓
也
。
舍
人
曰
、
梓
一
名
椅
。
郭
璞
曰
、
卽
楸
也
。
湛

露
曰
、
其
桐
其
椅
、
桐
椅
旣
爲
類
、
而
梓
一
名
椅
、
故
以
椅
桐
爲
梓

屬
。
梓
屬
則
椅
梓
別
。
而
釋
木
椅
梓
爲
一
者
、
陸
機
云
、
梓
者
、
楸

之
疏
理
白
色
而
生
子
者
爲
梓
。
梓
實
桐
皮
曰
椅
。
則
大
類
同
而
小
別

也
。
箋
云
、
樹
此
六
木
於
宮
中
、
明
其
別
也
。
定
本
椅
梓
屬
、
無
桐

字
、
於
理
是
也
。

　
『
正
義
』
に
は
、
陸
疏
だ
け
で
な
く
『
爾
雅
』
郭
璞
注
も
引
用
さ
れ
て

い
る
が
、
宣
賢
は
こ
れ
ら
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
、「
陸
璣
が
草
木
疏
」
に

代
表
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
巻
六
・
唐
風
・
山
有
樞
の
「
山
有
栲
、
隰
有
杻
」
の
「
栲
」
や

「
杻
」
に
関
し
て
、『
正
義
』
は
『
爾
雅
』
郭
璞
注
や
陸
疏
を
引
き
、
葉
の

形
状
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
が
、
宣
賢
は
、

下
は
同
物
ぞ
。
栲
は
ぬ
る
で
、
杻
は
か
し
の
木
ぞ
。
爾
雅
と
陸
璣24

草

木
疏
と
を
引
き
た
れ
ど
も
、
正
義
を
念ネ
ン
ゴ
ロ比

に
見
ら
れ
い
ぞ
。

　

と
、『
正
義
』
に
解
説
が
あ
る
こ
と
だ
け
を
述
べ
て
、
姿
形
等
に
つ
い
て

は
省
略
し
て
い
る
。

　

宣
賢
が
陸
疏
を
軽
視
し
て
い
た
か
と
い
え
ば
そ
う
と
は
い
え
ず
、
巻
六
・

唐
風
・
葛
生
「
葛
生
蒙
楚
、
蘞
蔓
于
野
」
で
の
解
釈
で
は
、
次
の
よ
う
に

い
う
。葛

は
く
ず
ぞ
。
蘞
は
か
ゞ
み
草
と
云
草
ぞ
。
か
ら
す
瓜
に
似
た
物
ぞ
。

あ
の
葛
が
こ
ゝ
に
生
じ
て
の
び
は
び
こ
つ
て
、
楚
へ
む
け
て
は
び
こ

つ
た
ぞ
。
楚
は
何
と
云
木
と
も
し
れ
ぬ
が
、
薪
を
か
る
と
き
す
ぐ
れ

て
長
い
を
云
程
に
、
長
い
事
が
木
の
名
な
ら
ば
、
草
木
疏
を
引
き
て

正
義
に
し
さ
う
な
が
、
し
候
ぬ
ぞ
。

　

こ
こ
で
宣
賢
は
、「
楚
」
と
い
う
植
物
に
つ
い
て
『
正
義
』
が
陸
疏
を

引
い
て
い
な
い
こ
と
を
訝
っ
て
い
る
。
実
際
、
こ
の
章
句
の
『
正
義
』
で

陸
疏
が
引
用
さ
れ
る
の
は
、
一
句
目
の
「
楚
」
で
は
な
く
二
句
目
の
「
蘞
」

に
つ
い
て
の
解
説
の
み
で
あ
る25

。
宣
賢
が
「
薪
を
か
る
と
き
…
…
」
と
い

う
の
は
、
周
南
・
漢
広
に
「
翹
翹
錯
薪
、
言
刈
其
楚
」
と
あ
り
、
こ
の
句

で
は
「
楚
」
を
「
長
い
」
の
意
に
解
し
た
こ
と
に
よ
る
。
宣
賢
は
「
葛
生
」

の
「
楚
」
に
つ
い
て
、「
何
と
云
木
と
も
知
れ
ぬ
が
」
と
述
べ
る
が
、「
漢
広
」
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の
『
正
義
』
は
「
楚
、
亦
木
名
、
故
學
記
注
以
楚
爲
荊
、
王
風
・
鄭
風
竝

云
不
流
束
楚
、
皆
是
也
」
と
、『
礼
記
』
学
記
の
注
を
引
い
て
お
り26

、「
楚
」

は
「
荊
（
い
ば
ら
）」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、「
漢
広
」
で
も

「
葛
生
」
で
も
、
宣
賢
は
そ
れ
に
触
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、「
草
木
疏
を

引
き
て
正
義
に
し
そ
う
な
が
…
」
と
い
う
一
節
に
は
、
宣
賢
に
と
っ
て
、

『
正
義
』
に
お
け
る
草
木
の
名
前
に
関
す
る
解
釈
は
、
ま
ず
陸
疏
に
拠
る

も
の
と
い
う
認
識
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、『
毛
詩
抄
』
で
は
陸
キ
の
表
記
に
「
璣
」
と
「
機
」
の
両
方
が

混
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
両
足
院
本
や
古
活
字
本
も
同
様
で
、
統
一

さ
れ
て
い
な
い
。
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
単
疏
本
『
正
義
』（
南
宋
刊
）
で
は

統
一
的
に
「
機
」
に
作
り27

、『
隋
志
』
や
『
芸
文
類
聚
』
な
ど
唐
代
に
編

纂
さ
れ
た
目
録
や
類
書
で
も
「
機
」
に
作
る
。
日
本
の
『
見
在
書
目
録
』

も
「
機
」
に
作
っ
て
い
た
。
徐
建
委
氏
は
、
唐
以
前
に
編
纂
さ
れ
た
書
物

で
は
概
ね
「
機
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、「
機
」
と
す
る
の
が
適
当
で
は
な

い
か
と
い
う28

。『
毛
詩
抄
』
は
『
正
義
』
に
基
づ
く
た
め
、
宣
賢
等
が
用

い
た
『
正
義
』
が
統
一
的
に
「
機
」
と
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、『
毛
詩
抄
』

も
「
機
」
が
用
い
ら
れ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
は

な
っ
て
い
な
い
。
特
に
、
両
足
院
本
で
は
比
較
的
多
く
「
璣
」
を
用
い
て

お
り
、
翻
刻
本
は
ほ
と
ん
ど
「
璣
」
に
作
る29

。
宣
賢
等
が
用
い
た
『
正
義
』

が
す
で
に
混
用
し
て
い
た
の
か
、『
毛
詩
抄
』
筆
写
の
時
点
で
混
用
し
た

の
か
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
、
こ
こ
で
は
厳
密
に
書
き
分
け
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
四
）『
多
識
編
』

　

次
に
、
江
戸
時
代
初
期
に
林
羅
山
（
一
五
八
三
─
一
六
五
七
）
が
編
纂

し
た
『
多
識
編
』
を
採
り
上
げ
た
い
。

　
『
多
識
編
』
に
つ
い
て
、
川
瀬
一
馬
氏
は
解
題
「
多
識
編
に
つ
い
て
」

に
お
い
て
、「「
本
草
綱
目
」
を
林
道
春
が
抄
出
し
て
和
訓
を
加
え
た
編
纂

書
で
、
本
草
類
の
簡
易
和
訓
辞
書
で
あ
る
」
と
し
た30

。『
羅
山
集
』
文
集

第
五
十
五
の
「
多
識
編
跋
」
に
羅
山
自
身
が
「
壬
子
之
歲
抜
寫
本
草
綱
目
、

而
附
以
國
訓
、
鳥
獸
草
木
之
名
不
在
茲
乎
、
因
以
命
名
」
と
述
べ
て
い
る
。

川
瀬
氏
の
解
題
に
対
し
て
、
杉
本
つ
と
む
氏
は
、

基
礎
的
な
点
―
構
成
と
そ
の
方
法
・
語
の
分
類
・
版
種
・
典
拠
な
ど

―
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
し
て
『
新
刊
多
識
編
』
が

本
草
学
史
の
う
え
で
、
あ
る
い
は
ま
た
辞
書
（
事
典
）
史
上
に
お
い

て
、
い
か
な
る
意
義
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
文
化
史
的
役
割
を
担
っ

た
か
、
こ
れ
ら
は
究
明
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
本
書
は
本
草
学

の
分
野
で
と
り
あ
つ
か
わ
れ
る
べ
き
作
品
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ま
ず
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こ
う
し
た
考
え
を
排
す
る
と
こ
ろ
か
ら
研
究
の
一
歩
を
ふ
み
だ
さ
ね

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
わ
た
く
し
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
本
草

学
（
江
戸
時
代
ノ
と
か
っ
こ
つ
き
で
あ
る
が
）
…
…
こ
の
学
の
う
ち
、

特
に
江
戸
時
代
中
期
頃
か
ら
興
っ
た
で
あ
ろ
う
名
物
学
、
な
い
し
名

辞
学
に
つ
い
て
は
、
語
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。『
新
刊
多
識
編
』
は
ま
さ
に
、
日
本
本
草
学
の
中
で
〈
名

物
ノ
学
〉
の
先
駆
的
作
品
で
あ
り
、
時
代
を
考
慮
す
れ
ば
、
日
本
本

草
学
の
第
一
歩
が
本
書
に
よ
っ
て
踏
み
だ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る31

。

と
評
し
た
。
上
野
益
三
氏
や
杉
本
氏
ら
多
く
の
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う

に32

、
江
戸
時
代
初
期
に
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』（
以

下
、『
綱
目
』）
の
影
響
は
大
き
く
、『
色
葉
鈔
』
を
は
じ
め
、
そ
れ
ま
で

本
草
書
・
本
草
系
語
彙
集
が
主
に
典
拠
と
し
て
き
た
『
証
類
』
に
取
っ
て

か
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

磯
野
直
秀
氏
の
『
日
本
博
物
誌
年
表
』
に
よ
っ
て
羅
山
と
『
綱
目
』、

そ
し
て
『
多
識
編
』
の
刊
行
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
ま
ず
、
慶
長
九
年
（
一

六
〇
四
）
ま
で
に
羅
山
が
見
た
書
籍
の
目
録
で
あ
る
通
称
「
既
見
書
目
」

に
『
綱
目
』
の
名
が
あ
る
。
中
国
で
は
じ
め
に
『
綱
目
』
が
刊
行
さ
れ
た

の
が
万
暦
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
年
の
金
陵
本
で
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
羅
山
は
慶
長
九
年
ま
で
に
こ
の
本
を
目
睹
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

る33

。
そ
の
後
、
羅
山
は
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
長
崎
で
『
綱
目
』

を
入
手
し
、
徳
川
家
康
に
献
上
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
多
識
編
跋
」
に
い
う
「
壬
子
之
歲
」
す
な
わ
ち
慶
長
十
七

年
（
一
六
一
二
）
に
『
綱
目
』
に
基
づ
い
て
『
多
識
編
』
の
草
稿
を
作
成

し
た
。
刊
本
は
、
ま
ず
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
、
上
下
巻
の
古
活
字

本
が
刊
行
さ
れ
、
翌
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
「
新
刊
」
を
冠
し
た
整

板
本
『
新
刊
多
識
編
』
五
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
古
活
字
本
も
整
板
本
も
収

録
部
類
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
整
板
本
に
は
「
異
名
」
が
増
補
さ
れ
、

音
訓
仮
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
川
瀬
氏
は
、
現
在
内
閣
文
庫
所
蔵
の
寛

永
八
年
刊
本
は
羅
山
の
手
題
で
あ
り
、
内
容
の
校
訂
な
ど
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
羅
山
が
そ
の
内
容
を
許
容
し
て
い
た
と
見
て
、「
寛
永
の
刊

本
を
以
て
、
多
識
編
の
基
準
と
認
め
て
も
差
し
支
え
あ
る
ま
い
」
と
す
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
内
閣
文
庫
本
（
二
〇
九
─

二
五
）
に
拠
っ
て
内
容
を
見

て
い
き
た
い34

。

　
『
多
識
編
』
は
基
本
的
に
『
綱
目
』
の
排
列
に
則
り
、
そ
の
漢
語
を
抽

出
し
て
和
訓
を
附
す
も
の
で
あ
る35

。
漢
名
と
和
名
の
対
照
が
主
で
、
注
釈

は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
時
折
「
今
案
…
…
」
と
し
て
羅
山
の
案
語
が
入
る
。

案
語
の
内
容
は
和
訓
の
別
称
や
産
地
が
中
心
で
、
稀
に
小
字
双
行
注
の
形
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式
で
「
時
珍
曰
」
と
李
時
珍
の
説
を
引
く
。
ま
た
、
巻
四
の
末
尾
に
「
鯨
」

と
「
土
肉
」
の
項
目
を
立
て
、
詳
し
く
解
説
を
加
え
て
お
り
、
こ
の
「
土

肉
」
で
『
文
選
』
の
郭
璞
江
賦
注
を
引
く
他
に
は
、『
綱
目
』
以
外
の
漢

籍
か
ら
引
用
し
た
解
説
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、「
異
名
」
と

し
て
列
挙
さ
れ
た
別
名
に
は
『
爾
雅
』
や
『
説
文
』
な
ど
の
出
典
を
明
示

し
て
お
り
、
陸
疏
も
こ
こ
に
現
わ
れ
る
。
以
下
に
例
を
挙
げ
る
。

巻
二
・
隰
草
部
「
車
前
」
の
異
名
「
牛
舌
〈
詩
ノ
疏
〉」
＊

同
・
水
草
部
「
蓴
」
の
異
名
「
水
葵
〈
詩
疏
〉」

巻
三
・
穀
部
「
狼
尾
草
」
の
異
名
「
宿
田
翁
〈
詩
疏
〉」

同
・
果
部
「
鹿
梨
」
の
異
名
「
鼠
梨
〈
詩
ノ
疏
〉」
＊

同
・
木
部
「
莢
蒾
」
の
異
名
「
檕
迷
〈
詩
疏
〉」
＊

同
・
木
部
「
郁
李
」
の
異
名
「
雀
梅
〈
詩
ノ
疏
〉」
＊

巻
四
・（
虫
部
）
濕
生
類
「
溪
鬼
蟲
」
の
異
名
「
射
影
〈
詩
疏
〉」
＊

同
・
禽
部
「
觀36

」
の
異
名
「
皂
君
〈
詩
疏
〉」
＊

　

こ
れ
ら
異
名
の
典
拠
で
あ
る
「
詩
疏
」
は
、『
綱
目
』
の
表
記
を
踏
襲

し
て
い
る
。「
詩
疏
」
と
い
う
表
記
は
『
毛
詩
注
疏
』
な
ど
と
紛
ら
わ
し

い
が
、
＊
を
附
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
、『
綱
目
』
で
李
時
珍
の
注
釈
や

集
解
に
「
陸
機
詩
疏
」
と
し
て
同
じ
異
名
が
引
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

こ
の
「
詩
疏
」
は
陸
疏
を
指
す
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う37

。

　

し
か
し
、『
多
識
編
』
は
『
綱
目
』
が
挙
げ
る
釈
名
の
す
べ
て
を
掲
載

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
詩
疏
」
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
も
、『
綱
目
』

で
は
「
郁
李
」
に
つ
い
て
「
雀
梅
」
と
「
薁
李
」
の
二
つ
を
挙
げ
る
が
、

『
多
識
編
』
が
異
名
に
挙
げ
る
の
は
「
雀
梅
」
の
み
で
あ
る
。「
薁
李
」
は

李
時
珍
が
「
陸
機
詩
疏
、
作
薁
字
、
非
也
」
と
注
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

採
用
し
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
異
名
の
取

捨
選
択
に
つ
い
て
、
杉
本
氏
が
「
羅
山
が
な
に
ゆ
え
そ
の
中
か
ら
特
定
の

も
の
の
み
、
本
書
に
〈
異
名
〉
と
し
て
取
り
出
し
た
の
か
明
確
に
は
判
定

で
き
な
い
」
と
い
う
よ
う
に38

、
明
確
な
意
図
や
法
則
性
は
見
出
せ
な
い
。

ま
た
、『
多
識
編
』
の
「
異
名
」
で
は
『
綱
目
』
の
引
用
に
考
証
を
加
え

た
痕
跡
は
う
か
が
え
ず
、
羅
山
が
陸
疏
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の

か
追
究
す
る
の
は
難
し
い
。

（
五
）『
詩
経
小
識
』

　

江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、『
詩
経
』
に
関
係
の
深
い
名
物

学
の
書
と
し
て
、
稲
生
若
水
（
一
六
五
五
─
一
七
一
五
）
が
編
纂
し
た
『
詩

経
小
識
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
井
白
石
が
将
軍
と
な
る
以
前
の
徳
川
家
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宣
に
『
詩
経
』
を
講
義
す
る
に
当
た
り
、
稲
生
若
水
に
委
嘱
し
て
作
成
さ

せ
た
『
詩
経
』
の
名
物
を
説
く
参
考
書
で
、
稿
が
成
っ
た
の
は
宝
永
六
年

（
一
七
〇
九
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
以
前
に
、
松
下
見
林
訓
点
の
和
刻

本
『
毛
詩
艸
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
が
刊
行
さ
れ
、
同
年
、
貝
原
益
軒
の
『
大

和
本
草
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
は
す
で
に
陸
疏

を
含
む
明
末
の
叢
書
が
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
本
草
学
の
分
野
で
は
食

物
本
草
の
研
究
な
ど
が
発
達
し
、
園
芸
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
時
代
で
あ
っ

た
。

　

本
書
作
成
の
経
緯
に
つ
い
て
、
末
尾
の
自
跋
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

白
石
先
生
以
德
望
博
學
日
侍

經
闈
輔
垩
化
士
、
無
賢
不
肖
所
共
慶
快
、〈
義
〉
生
在
遐
方
、
不
能

常
與
門
下
士
之
賢
者
游
聽
、
其
議
論
之
未
深
以
爲
恨
也
。
去
年
秋
遠

枉
乎
、
教
存
問
甚
厚
、
因
命
以
撰
次
毛
詩
鳥
獸
草
木
、〈
義
〉
淺
陋

何
甚
…
…
及
今
年
夏
得
少
閒
暇
、
於
是
略
紀
飛
濳
動
植
耳
目
之
所
親

究
者
、
至
於
其
所
不
識
之
品
與
此
閒
不
有
之
類
、
則
存
而
不
論
也
。

稿
成
疎
漏
特
甚
、
乃
欲
焚
棄
之
數
矣
。
惟
恐
因
循
不
一
成
書
有
怠
慢

之
罪
、
強
寫
錄
敢
獻
左
右
、
誠
不
勝
慙
汗
之
至
。
寶
永
六
年
十
月
初

五
日　
　

稻
〈
義
〉
謹
識

　
『
詩
経
小
識
』
は
、
日
本
人
に
よ
る
『
詩
経
』
の
名
物
書
と
し
て
は
初

め
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
極
め
て
限
ら
れ
た
学
問
の
場
で
の
参
考
書
で
あ
っ

た
た
め
か
、
刊
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
写
本
は
比
較
的
多
く

残
さ
れ
て
お
り
、
門
人
等
に
影
響
力
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
若
水

の
弟
子
で
小
野
蘭
山
の
師
で
あ
る
松
岡
恕
庵
は
、『
詩
経
』
の
和
漢
名
物

学
へ
の
強
い
関
心
を
持
ち
、
本
書
で
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
と
い
う39

。
確

か
に
、
本
書
は
『
詩
経
』
講
義
の
参
考
書
と
い
う
性
格
か
ら
、
漢
籍
の
引

用
に
多
く
の
紙
幅
を
割
き
、
和
名
や
実
物
と
の
考
証
に
乏
し
い
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
不
満
が
刺
激
と
な
っ
て
、
後
の
研
究
が
発
展
し
て
い
く
の
で

あ
る
。

　

現
在
伝
わ
っ
て
い
る
写
本
の
う
ち
、
現
時
点
で
筆
者
が
実
見
し
得
た
の

は
国
会
図
書
館
所
蔵
の
五
点
（
特
一
─

二
〇
六
〇
、
特
一
─

二
九
〇
、
特

七
─

三
七
一
、
二
〇
六
─

二
三
、
八
四
九
─
八
）
と
内
閣
文
庫
所
蔵
の
一

点
（
一
九
六
─

一
二
六
）、
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
の
一
点
（
Ｃ
Ｌ
／
Ａ

／
四
／
二
九
─

二
）
の
七
点
で
あ
る40

。
そ
し
て
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
「
稲
生
若
水
遺
稿
」
の
一
部
と
し
て
、
若
水
の

自
筆
稿
本
（
六
─

二
一
／
イ
／
一
貴
）
が
公
開
さ
れ
て
い
る41

。
本
稿
で
は

ひ
と
ま
ず
京
大
の
自
筆
本
に
基
づ
い
て
検
討
し
た
い
。
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本
書
の
構
成
は
草
属
略
二
巻
、
木
・
羽
・
毛
・
鱗
・
虫
属
略
各
一
巻
、

退
五
種
（
従
来
草
木
鳥
獣
と
さ
れ
て
き
た
が
そ
う
と
は
認
め
ら
れ
な
い
物
）

一
巻
の
全
八
巻
か
ら
な
り
、
各
属
の
中
で
『
詩
経
』
に
登
場
す
る
順
番
で

排
列
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
漢
名
を
挙
げ
、
次
に
日
本
で
の
俗
名
を
挙
げ

る
。
こ
の
俗
名
に
は
各
地
の
方
言
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
諸
物

の
解
説
を
漢
籍
か
ら
収
集
し
、
疑
義
が
あ
る
場
合
は
各
項
の
末
尾
に
案
語

を
附
し
て
批
評
を
加
え
た
。
自
跋
に
い
う
よ
う
に
、
馴
染
み
の
あ
る
動
植

物
に
は
俗
名
を
附
す
の
み
で
解
説
は
な
く
、
不
明
の
も
の
に
は
「
未
詳
」

と
す
る
に
止
め
て
い
る
。

　

全
体
で
二
九
〇
項
目
が
立
項
さ
れ
て
お
り
、
案
語
で
の
言
及
も
含
め
れ

ば
、
四
十
八
項
目
で
陸
疏
を
引
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
陸
疏
と
は
別
に
七

項
目
で
毛
晋
の
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
広
要
』
を
引
く
。

　

例
え
ば
、
冒
頭
の
「
荇
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
引
く
。

荇
、
一
名
接
余
、
白
莖
、
葉
紫
赤
色
正
圓
、
徑
寸
餘
。
浮
在
水
上
。

根
在
水
底
。
與
水
深
淺
等
。
大
如
釵
股
。
上
靑
下
白
。
鬻
其
白
莖
、

以
苦
酒
浸
之
脆
美
。
可
案
酒
。〈
唐
陸
璣
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
〉

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
諸
書
は
、『
証
類
』
や
『
綱
目
』、『
正
義
』
の
中

で
引
用
さ
れ
る
陸
疏
の
孫
引
き
で
あ
っ
た
が
、
本
書
に
お
け
る
陸
疏
の
引

用
は
そ
う
し
た
方
法
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

　

ま
た
、
撰
者
名
を
「
唐
陸
璣
」
と
し
て
い
る
点
も
、
こ
れ
ま
で
の
引
用

と
は
異
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
引
用
で
は
、
撰
者
の
年
代
に
つ
い
て
ほ
と
ん

ど
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、『
見
在
書
目
録
』
に
「
晉
陸
機
」
と
す
る

の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
書
で
は
明
確
に
「
唐
」
と
し
て
い
る
。
元

禄
年
間
ま
で
に
日
本
へ
流
入
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
佚
集
本
陸
疏
（
秘
笈
本
・

続
百
川
学
海
本
・
広
要
本
）
は
、
す
べ
て
撰
者
を
「
唐
陸
璣
」
と
し
て
い

る
た
め
、
お
そ
ら
く
若
水
は
こ
れ
ら
の
佚
集
本
か
ら
陸
疏
を
引
用
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

中
で
も
、
陸
疏
本
文
の
他
に
毛
晋
の
広
要
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
広
要
本
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
内
容
か
ら
し

て
も
、
若
水
の
引
く
陸
疏
が
広
要
本
に
拠
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
例

え
ば
、
巻
二
・
草
属
略
「
芩
」
に
次
の
よ
う
に
引
く
。

芩
草
莖
如
釵
股
、
葉
如
竹
、
蔓
生
澤
中
、
下
地
鹹
處
爲
草
眞
實
、
牛

馬
皆
喜
食
。〈
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
〉

　

こ
の
一
節
は
、
広
要
本
に
「
食
野
之
芩
」
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
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秘
笈
本
・
続
百
川
学
海
本
・
和
刻
本
に
は
見
え
な
い
条
目
で
あ
る
。

　

も
う
一
例
挙
げ
る
。
巻
四
の
羽
属
略
「
鳩
」
に
次
の
よ
う
に
引
く
。

鶻
鳩
、
一
名
斑
鳩
、
似
鵓
鳩
而
大
、
鵓
鳩
灰
色
無
繡
項
。
陰
則
屏
逐

其
匹
、
晴
則
呼
之
語
曰
天
將
雨
、
鳩
逐
婦
是
也
。
斑
鳩
項
有
繡
文
斑

然
。〈
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
〉

　

こ
の
内
容
も
秘
笈
本
な
ど
に
は
見
え
ず
、
広
要
本
で
は
、「
宛
彼
鳴
鳩
」

の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
下
線
部
は
若
水
引
用
箇
所
）。

鶻
鳩
一
名
斑
鳩
、
似
鵓
鳩
而
大
、
鵓
鳩
灰
色
無
繡
項
、
陰
則
屏
逐
其

匹
、
晴
則
呼
之
語
曰
天
將
雨
、
鳩
逐
婦
是
也
。
斑
鳩
項
有
繡
文
斑
然
。

今
雲
南
鳥
大
如
鳩
而
黃
、
啼
鳴
相
呼
、
不
同
集
謂
金
鳥
、
或
云
黃
當

爲
鳩
、
聲
轉
故
名
移
也
。
又
云
鳴
鳩
、
一
名
爽
、
又
云
是
鸇
。

　

秘
笈
本
等
の
明
刊
本
や
和
刻
本
に
も
「
宛
彼
鳴
鳩
」
の
条
は
あ
る
が
、

そ
こ
で
は
、

鳴
鳩
、
今
雲
南
鳥
大
如
鳩
而
黃
、
啼
鳴
相
呼
、
不
同
集
謂
金
鳥
、
或

云
黃
當
爲
鳩
、
聲
轉
故
名
移
也
。
又
云
鳴
鳩
、
一
名
爽
、
又
云
是
鸇
。

と
あ
る
の
み
で
、
毛
晋
は
こ
れ
に
下
線
部
の
内
容
を
補
っ
て
収
載
し
た
の

で
あ
る42

。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
若
水
の
引
く
陸
疏
が
広
要
本
の
系
統
に
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
広
要
本
と
は
異
な
る
点
も
指
摘
で
き
る
。
巻
四
・
羽
属
略
「
雎

鳩
」
に
は
次
の
よ
う
に
引
く
。

雎
鳩
大
小
如
鴟
、
深
目
、
目
上
骨
露
出
、
幽
州
人
謂
之
鷲
。〈
毛
詩

草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
〉

　

こ
の
「
如
鴟
」
は
、
佚
集
本
で
は
「
如
鳩
」
に
作
り
、
毛
晋
が
注
し
て

「
一
作
鴟
誤
」
と
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
『
毛
詩
抄
』
を
見
た
際
に
触
れ
た
。

こ
の
句
は
、
和
刻
本
を
含
む
陸
疏
の
諸
本
は
等
し
く
「
如
鳩
」
に
作
る
。

し
か
し
、『
正
義
』
や
『
爾
雅
注
疏
』
が
引
く
陸
疏
で
は
「
如
鴟
」
に
作
る
。

『
詩
経
小
識
』
で
も
同
じ
「
雎
鳩
」
の
項
で
明
・
沈
万
鈳
の
『
詩
経
類
考
』

を
引
い
て
「
陸
云
如
鴟
」
と
し
、
若
水
の
案
語
中
に
も
「
乃
大
小
如
鴟
」

と
表
記
し
て
い
る
た
め
、
他
書
の
引
用
に
合
わ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

校
注
な
ど
が
な
い
た
め
、
若
水
の
意
図
は
は
か
り
か
ね
る
が
、
少
な
く
と
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も
広
要
本
の
テ
キ
ス
ト
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
未
詳
の
も
の
、
あ
る
い
は
馴
染
み
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

漢
籍
の
本
文
を
引
用
す
る
の
で
は
な
く
、
案
語
で
の
み
引
用
す
る
場
合
も

あ
る
。
例
え
ば
巻
四
・
羽
属
略
「
鴻
」
で
は
、「
俗
名
肥
施
古
異
（
ヒ
シ

ク
イ
）」
と
し
た
後
、

按
、
此
章
及
鴻
飛
遵
渚
・
鴻
鴈
于
飛
之
鴻
、
皆
一
物
也
。
陸
璣
鴻
飛

遵
渚
疏
云
、
鴻
鵠
羽
毛
光
澤
純
白
、
似
鶴
而
大
、
長
頸
肉
美
如
鴈
、

又
有
小
鴻
大
小
如
鳬
、
色
亦
白
今
人
直
謂
鴻
也
。
顏
師
古
急
就
篇
註

云
、
鴻
水
鳥
也
。
其
色
正
白
。
如
陸
顏
之
說
則
鴻
乃
是
白
鴈
也
。
非
是
。

と
、
考
証
し
て
い
る
。
案
語
は
漢
籍
の
批
評
が
多
く
を
占
め
る
が
、
巻
一
・

草
属
略
「
葵
」
に
は
、

嘗
過
紀
伊
州
和
泉
州
原
野
閒
甚
多
、
大
葉
小
花
、
與
戎
葵
・
錢
葵
微

異
也
。
其
子
入
藥
、
世
人
稀
識
者
、
采
錢
葵
子
用
之
非
也
。

と
あ
る
な
ど
、
実
際
の
見
聞
に
基
づ
く
記
述
も
見
ら
れ
る
。

　

本
書
は
写
本
で
の
み
伝
わ
る
た
め
、
そ
の
伝
本
整
理
や
影
響
な
ど
に
つ

い
て
課
題
が
あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
『
詩
経
』
の
名
物
学
、
そ
し
て
陸

疏
の
引
用
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
佚
集
本
の
影
響
を
受
け
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
引
用
と
は
一
線
を
画
す
る
書
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
。

（
六
）『
大
和
本
草
』

　
『
詩
経
小
識
』
と
同
時
期
に
成
っ
た
の
が
、
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
─

一
七
一
四
）
の
『
大
和
本
草
』
十
六
巻
で
あ
る43

。
益
軒
は
福
岡
藩
に
仕
え

て
い
た
が
、
一
時
期
京
都
に
遊
学
し
て
お
り
、
稲
生
若
水
と
も
交
流
が
あ
っ

た
。
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
書
か
れ
た
本
書
の
自
序
に
お
い
て
、
本

草
を
学
ぶ
意
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

蓋
經
以
載
衜
、
史
以
記
事
、
其
次
集
物
之
書
不
可
無
、
是
本
艸
曁
諸

載
籍
之
所
以
不
可
闕
也
。
且
本
艸
之
學
所
以
爲
切
乎
民
生
日
用
者
、

亦
有
以
也
。
品
物
之
良
毒
、
誠
難
測
知
、
衆
人
之
用
捨
、
亦
宜
愼
擇
、

亦
不
但
多
識
其
名
而
已
也
、
然
則
物
理
之
學
、
其
關
係
亦
不
可
爲
小

也
。
…
…
嘗
以
講
餘
之
日
、
粗
纂
錄
於
本
艸
之
要
言
、
且
於
羣
籍
之

中
、
采
輯
於
本
艸
不
載
之
品
物
、
復
捃
摭
於
本
邦
所
有
、
而
本
艸
與
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羣
書
所
不
収
、
錯
雜
而
記
載
之
焉
。
閒
加
以
舊
聞
與
臆
見
。

　

益
軒
は
元
来
儒
者
で
あ
る
が
、
諸
物
に
つ
い
て
広
く
知
る
こ
と
を
重
視

し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
名
前
を
知
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
物
の
道
理
や

働
き
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
説
き
、『
綱
目
』
を
基
礎
と
し
て
、
さ
ら

に
群
書
に
分
け
入
っ
て
本
草
に
未
収
の
品
物
を
拾
い
集
め
、
本
書
に
再
構

成
し
た
と
す
る
。

　

本
書
の
巻
一
は
「
論
本
艸
書
」
お
よ
び
「
論
物
理
」
と
い
う
二
つ
の
論

で
構
成
さ
れ
、「
論
本
艸
書
」
で
は
唐
土
の
本
草
書
の
展
開
に
つ
い
て
述

べ
た
後
、
本
草
書
以
外
に
参
照
す
べ
き
書
物
を
列
挙
し
て
い
る
。

本
草
外
羣
書
之
中
、
載
品
物
者
略
書
于
下

爾
雅
・
陸
璣
鳥
獸
蟲
魚
草
木
疏
・
嵆
含
南
方
艸
木
狀
・
郭
橐
駝
及
兪

宗
本
種
樹
書
・
黃
省
曾
稻
品
獸
經
・
游
黙
齋
花
譜
・
允
齋
花
譜
…
…

明
毛
晉
陸
璣
詩
疏
廣
要
…
…
百
川
學
海
・
說
郛
・
津
逮
祕
書
…
…

　

こ
こ
で
、
益
軒
は
『
爾
雅
』
に
続
け
て
陸
疏
を
挙
げ
る
。
そ
の
次
に
晋
・

嵆
含
の
『
南
方
艸
木
状
』、
唐
・
郭
橐
駝
『
種
樹
書
』、
明
・
兪
宗
本
『
種

樹
書
』、
明
・
黄
省
曽
『
稲
品
』『
獣
経
』
と
続
く
が
、
そ
れ
以
降
の
書
物

は
必
ず
し
も
年
代
順
に
並
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
た
め
、
益
軒
が
陸
疏

を
ど
の
時
代
の
成
立
と
考
え
て
い
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。
そ
し
て
、
毛

晋
の
広
要
本
や
陸
疏
が
収
録
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
叢
書
の
名
が
挙
が
る
。

さ
ら
に
こ
の
後
に
は
、
農
業
や
草
類
・
木
類
・
動
物
類
な
ど
分
野
別
の
参

考
書
を
示
し
、
こ
れ
ら
漢
籍
と
そ
の
研
究
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

中
華
諸
本
草
及
羣
書
中
、
記
載
於
草
木
禽
獸
蟲
魚
土
石
者
、
雖
古
來

博
洽
之
士
、
其
所
說
各
有
同
異
得
失
、
往
往
誤
認
而
相
亂
名
實
者
不

少
矣
。
看
本
草
及
羣
書
諸
載
有
齟
齬
、
而
可
知
而
已
矣
。
不
可
執
一

而
妄
信
也
。
孟
子
曰
、
盡
信
書
不
如
無
書
、
爾
雅
翼
曰
、
艸
木
所
以

難
識
者
、
以
其
名
實
相
亂
、
毎
毎
如
此
。
誠
斯
言
也
。
況
如
吾
曹
粗

糲
之
書
生
、
形
狀
少
似
タ
レ
バ
不
詳
異
同
、
妄
意
ニ
附
會
シ
、
輕
率

ニ
決
定
シ
テ
、
眞
爲
其
物
、
倭
名
ヲ
稱
ス
。
故
ニ
詿
誤
多
シ
。
然
則

予
之
此
書
モ
亦
恐
必
疎
謬
多
、
觀
之
人
詳
察
正
其
訛
、
惟
予
之
幸
也
。

凡
爲
此
學
人
ハ
、
博
學
該
洽
、
多
聞
多
見
テ
闕
疑
殆
、
彼
是
ヲ
參
考

シ
、
是
非
ヲ
分
辨
ス
ル
事
精
詳
ナ
ラ
ズ
ン
バ
、
不
可
得
的
實
。
偏
ニ
、

以
所
自
己
聞
見
爲
是
、
以
人
之
異
己
爲
非
、
固
執
錯
認
ム
ベ
カ
ラ
ズ
。

大
凡
聞
見
寡
陋
ナ
ル
ト
、
妄
ニ
聞
見
ヲ
信
ス
ル
ト
、
偏
ニ
執
己
說
ト
、

輕
率
ニ
決
定
ス
ル
ト
、
此
四
ノ
者
ハ
必
誤
ア
リ
。
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益
軒
が
い
う
に
は
、
諸
書
の
動
植
物
に
関
す
る
記
載
に
は
、
し
ば
し
ば

名
前
と
実
態
が
合
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
諸
書
の
間
で
齟
齬
が
生
じ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
邦
の
学
者
は
、
形
状
が
類
似
し
て
い
れ
ば

詳
し
く
考
証
す
る
こ
と
な
く
和
名
を
与
え
る
た
め
、
誤
り
が
多
い
と
評
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
学
問
に
は
多
く
を
見
聞
き
し
、
疑
わ
し
き
も
の
は
退

け
、
精
密
に
考
証
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　

そ
し
て
「
多
聞
多
見
」
と
い
う
よ
う
に
、『
大
和
本
草
』
の
引
用
書
目

は
略
称
や
撰
者
名
を
含
め
て
約
五
百
種
に
の
ぼ
り
、
漢
籍
か
ら
の
引
用
が

大
半
を
占
め
る
。
郭
崇
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
う
ち
一
回
し
か
引
用

さ
れ
な
い
書
物
が
引
用
書
目
の
ほ
ぼ
六
割
あ
る
と
い
う44

。
陸
疏
も
そ
の
一

つ
で
あ
り
、
そ
の
唯
一
の
事
例
が
巻
八
・
草
之
四
・
蔓
草
類
「
松
蘿
」
で

あ
る
。一

名
女
蘿
。
本
草
綱
目
寓
木
類
ニ
ノ
セ
タ
リ
。
松
樹
ノ
上
ニ
生
ス
ル

寄
生
ナ
リ
。
本
邦
ニ
松
蘿
ヲ
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ヅ
ラ
ト
訓
ス
。
未
知
是
否
。

ヒ
カ
ゲ
ハ
地
ヨ
リ
生
ズ
。
寄
生
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
然
陸
璣
詩
疏
、
松
蘿

蔓
延
松
上
、
生
枝
正
靑
。
爾
雅
翼
無
襍
蔓
ト
云
、
又
靑
長
如
帶
ト
イ

ヘ
ル
ハ
、
ヒ
カ
ゲ
ニ
ヨ
ク
似
タ
リ
。

　

こ
こ
で
引
く
「
陸
璣
詩
疏
」
以
下
の
下
線
部
は
『
綱
目
』
に
も
引
か
れ

て
お
り
、『
綱
目
』
が
引
用
す
る
範
囲
を
出
な
い45

。
ま
た
、
佚
集
本
陸
疏

の
「
蔦
與
女
蘿
」
で
は
す
べ
て
の
本
で
当
該
箇
所
を
次
の
よ
う
に
作
る
。

松
蘿
自
蔓
松
上
生
枝
正
靑
。

　

比
べ
て
み
る
と
、『
大
和
本
草
』
で
は
「
自
」
が
欠
け
、「
延
」
を
補
っ

て
い
る
。
管
見
の
限
り
、「
延
」
が
入
る
佚
文
は
見
当
た
ら
な
い
が
、「
自
」

を
欠
く
の
は
『
綱
目
』
の
引
用
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
大
和

本
草
』
の
引
用
は
佚
集
本
で
は
な
く
『
綱
目
』
の
引
用
に
拠
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、『
綱
目
』
で
は
陸
キ
の
名
を
「
機
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
『
大

和
本
草
』
で
は
「
璣
」
に
作
る
。
引
用
の
内
容
は
『
綱
目
』
か
ら
の
引
用

に
止
ま
る
が
、「
論
本
草
書
」
や
「
松
蘿
」
で
撰
者
名
を
「
陸
璣
」
に
作

る
こ
と
か
ら
も
、
益
軒
が
佚
集
本
を
参
考
に
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
益
軒
の
読
書
録
で
あ
る
『
古
玩
目
録
』
に
よ
る
と46

、
延
宝
元
年

（
一
六
七
三
）
に
『
続
百
川
学
海
』
を
読
ん
で
い
る47

。
ま
た
、
宝
永
三
年

（
一
七
〇
六
）
に
『
津
逮
秘
書
』
が
見
え
る
。
本
書
に
広
要
か
ら
の
引
用
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は
見
ら
れ
な
い
が
、「
論
本
草
書
」
で
も
広
要
を
採
り
上
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
益
軒
が
『
津
逮
秘
書
』
に
収
録
さ
れ
た
広
要
本
に
接
し
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

益
軒
は
陸
疏
な
ど
の
書
物
の
中
に
あ
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
実
物
の

観
察
や
地
域
に
よ
る
生
態
・
呼
称
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
益
軒
の
「
科
学
的
精
神
」
に
よ
っ
て
、
上
野
益
三
氏
は

『
大
和
本
草
』
を
日
本
の
本
草
学
・
博
物
学
の
画
期
と
し
た48

。『
詩
経
小
識
』

の
よ
う
に
、
主
に
文
献
に
よ
っ
て
漢
名
と
和
名
を
対
照
し
て
き
た
経
学
の

分
野
と
違
い
、
本
書
以
降
、
本
草
学
の
分
野
で
は
各
人
が
実
物
を
持
ち
寄
っ

て
研
究
・
議
論
す
る
物
産
会
が
催
さ
れ
る
な
ど
、
実
物
の
観
察
に
よ
っ
て

考
証
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
生
ま
れ
て
い
く
。

　

そ
の
物
産
会
の
成
果
を
代
表
す
る
書
物
と
し
て
、
こ
こ
で
『
物
類
品
騭
』

六
巻
に
つ
い
て
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。『
物
類
品
隲
』
は
、
宝
暦
七
年

（
一
七
五
七
）
に
田
村
藍
水
が
始
め
て
開
催
し
、
そ
の
後
平
賀
源
内
に
引

き
継
が
れ
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
ま
で
に
四
回
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
た
物
産
会
の
成
果
を
源
内
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る49

。

　

ま
ず
、
巻
一
か
ら
四
ま
で
が
水
火
・
鉱
物
・
草
木
・
器
服
・
鳥
獣
虫
魚

の
名
物
や
産
品
に
関
す
る
解
説
、
巻
五
は
図
絵
、
巻
六
に
は
附
録
と
し
て

薬
品
や
商
品
作
物
な
ど
の
栽
培
・
製
造
方
法
を
載
せ
る
。
こ
の
う
ち
草
木

鳥
獣
虫
魚
に
関
す
る
記
述
で
陸
疏
を
引
用
す
る
の
は
、
巻
四
・
鱗
部
「
紫

貝
」
の
一
項
の
み
で
あ
る
。

卽
貝
子
ト
一
類
別
種
ナ
リ
。
相
貝
經
、
狀
如
赤
電
黑
雲
者
謂
之
紫
貝

ト
。
然
ド
モ
陸
機
詩
疏
、
紫
貝
質
白
如
玉
。
紫
點
爲
文
ト
。
蘇
恭
ガ

說
モ
亦
然
リ
。
故
ニ
東
璧
相
貝
經
ノ
說
ヲ
不
取
。
此
物
琉
球
及
紀
伊

熊
野
ヨ
リ
出
ル
モ
ノ
…
…

　

こ
の
陸
疏
は
『
綱
目
』
の
「
紫
貝
」
の
集
解
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
範
囲
を
出
な
い
。
そ
の
他
、『
相
貝
経
』
も
や
は
り
『
綱
目
』
の
孫
引

き
と
考
え
ら
れ50

、
こ
の
よ
う
な
漢
籍
の
引
用
は
『
綱
目
』
に
拠
る
と
こ
ろ

が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
七
）『
詩
経
名
物
辨
解
』

　

最
後
に
、
江
戸
時
代
中
期
の
『
詩
経
』
の
名
物
書
の
中
で
陸
疏
が
ど
の

よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
見
た
い
。

　

江
戸
時
代
中
期
以
降
は
名
物
学
の
分
野
で
も
多
く
の
著
作
が
編
ま
れ
た
。

江
村
如
圭
（
生
没
年
不
詳
、
号
復
所
）
の
『
詩
経
名
物
辨
解
』
七
巻
（
以

下
、『
辨
解
』）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
杉
本
つ
と
む
氏
は
、
江
戸
時
代
の
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本
草
学
に
つ
い
て
、
本
草
・
名
物
・
物
産
の
三
分
野
か
ら
な
る
と
し
、「
本

草
ハ
方
技
ノ
材
」「
名
物
ハ
詩
書
ノ
用
」「
物
産
ハ
農
事
ノ
本
」
と
い
う
曾

槃
（
一
七
五
八
─

一
八
三
四
）
の
説
を
引
い
て
、
こ
の
う
ち
物
産
は
本
草

か
ら
派
生
し
た
観
が
あ
る
が
、
名
物
は
中
国
で
詩
書
を
読
む
た
め
に
用
い

ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
名
と
物
の
厳
密
な
対
応
を
考
証
す
る
と
い
う
点

で
他
と
異
な
り
、
こ
の
『
辨
解
』
は
そ
の
典
型
で
あ
る
と
す
る51

。

　

江
村
如
圭
は
丹
波
宮
津
藩
の
藩
儒
で
、
朱
子
学
を
奉
じ
、
か
つ
松
岡
恕

庵
（
一
六
六
八
─

一
七
四
六
、
名
玄
達
、
別
号
怡
顔
斎
）
に
本
草
学
を
学

ん
だ
。
師
の
松
岡
恕
庵
も
山
崎
闇
斎
等
に
儒
学
を
学
び
、
稲
生
若
水
に
本

草
学
を
学
ん
で
い
る
。
稲
生
若
水
を
は
じ
め
、
彼
ら
は
本
草
学
者
で
あ
る

以
前
に
、
儒
学
者
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
く
、
如
圭
は
自
序
で
次
の
よ

う
に
い
う
。

　

蓋
好
古
博
物
者
、
固
君
子
之
所
爲
難
、
而
不
可
以
不
研
究
者
也
。
然

世
之
學
者
、
多
以
爲
屑
越
而
置
之
不
講
、
故
儒
生
家
多
不
識
田
野
之

物
。
農
圃
氏
終
不
識
詩
書
之
旨
。
二
者
無
繇
參
合
、
致
使
鳥
獸
艸
木

之
學
不
傳
也
。
…
…
欲
明
斯
道
、
而
實
乏
其
人
、
卽
松
岡
先
生
出
、

按
五
方
而
詳
名
物
、
咨
漁
樵
而
資
博
采
、
一
卉
一
木
一
毛
一
羽
、
莫

不
究
其
理
明
其
原
。
…
…
親
受
先
生
辨
物
正
名
之
餘
教
。
…
…
逐
種

辨
考
證
正
訛
、
棄
繁
就
閒簡
、
綴
以
國
字
。
始
成
篇
帙
計
卷
有
七
、
名

曰
詩
経
名
物
辨
解
。
訂
以
先
生
之
鍳
定
。
…
…
享
保
辛
亥
春
之
孟
、

題
于
簡
端
梓
以
傳
云
。

江
村
如
圭

　

こ
こ
で
如
圭
は
、
当
時
の
儒
者
が
自
然
物
に
関
心
が
薄
く
、
草
木
鳥
獣

に
関
す
る
所
謂
「
多
識
」
の
学
問
が
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
き
、

師
の
松
岡
恕
庵
の
指
導
を
受
け
て
『
詩
経
』
の
草
木
鳥
獣
の
漢
名
・
和
名

を
考
証
し
、
さ
ら
に
恕
庵
の
鑑
定
を
附
し
て
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）

に
上
梓
し
た52

。

　

構
成
は
、『
詩
経
』
中
の
諸
物
を
草
・
木
・
鳥
・
獣
・
魚
・
虫
の
各
部

に
分
類
し
、『
詩
経
』
に
現
わ
れ
る
順
序
で
排
列
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
詩

経
小
識
』
と
同
様
で
あ
る
。
各
項
目
に
つ
き
、
ま
ず
『
詩
経
』
の
章
句
を

挙
げ
、
朱
注
を
附
す
。
そ
の
後
に
多
く
の
漢
籍
を
引
用
・
批
評
し
て
名
物

の
考
証
を
行
っ
て
い
る
。
引
用
書
目
に
は
、『
爾
雅
』
や
『
埤
雅
』
な
ど

従
来
多
く
引
か
れ
る
書
目
の
他
に
、
明
・
顧
夢
麟
『
詩
経
説
約
』
や
明
・

林
兆
珂
『
多
識
編
』
な
ど
、
明
人
の
議
論
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

　

全
二
七
二
項
目
の
う
ち
、
陸
疏
を
引
用
あ
る
い
は
言
及
の
あ
る
項
目
は

八
十
項
目
で
あ
る
。
ま
た
、
毛
晋
広
要
の
説
を
引
用
す
る
も
の
が
二
項
目
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あ
る
。
表
記
は
「
陸
璣
」
あ
る
い
は
「
陸
璣
草
木
疏
」
と
し
、
巻
四
「
桑

扈
」
で
唯
一
「
陸
機53

」
と
す
る
以
外
は
一
貫
し
て
「
璣
」
字
を
用
い
る
。

次
に
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。
ま
ず
、
巻
一
・
草
部
「
巻
耳
」
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
い
う
。

　

卷
耳　

采
采
卷
耳
周
南
巻

耳
章

 
朱
注
、
卷
耳
枲
耳
、
葉
如
鼠
耳
、
叢
生
如

盤
○
俗
名
鼠
ノ
ミ
ヽ
、
又
名
貓
ノ
耳
。
爾
雅
、
卷
耳
苓
耳
ト
。
陸
璣

云
、
似
胡
荽
細
莖
蔓
生
ト
云
モ
ノ
是
ナ
リ
。
然
ル
ニ
羅
願
爾
雅
翼
云

…
…
此
詩
ニ
所
采
物
ニ
シ
テ
陸
璣
・
朱
子
ノ
說
ニ
合
ス
。

　

下
線
部
の
引
用
は
佚
集
本
陸
疏
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

卷
耳
一
名
枲
耳
、
一
名
胡
枲
、
一
名
苓
耳
。
葉
靑
白
色
似
胡
荽
、
白

華
細
莖
蔓
生
、
可
煮
爲
茹
滑
而
少
味
。
四
月
中
生
、
子
正
如
婦
人
耳

中
璫
、
今
或
謂
之
耳
璫
草
。
鄭
康
成
謂
是
白
胡
、
荽
幽
州
人
呼
爲
爵
耳
。

　
『
辨
解
』
の
引
用
で
は
「
白
華
」
が
節
略
さ
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、

陸
疏
の
諸
本
ま
た
陸
疏
を
引
用
す
る
主
な
漢
籍
中
に
「
白
華
」
を
省
略
す

る
テ
キ
ス
ト
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
如
圭
に
よ
る
節
略
で
あ
ろ
う
。『
辨
解
』

に
は
同
様
の
節
略
が
散
見
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
陸
疏
本
文
の
引
用
は
な
い
が
、
従
来
の
説
を
批
判
す
る
際
に
陸

疏
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
一
・
草
部
「
蕑
」

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

蕑　

方
秉
蕑
兮
鄭
風

溱
洧
有
蒲
與
蕑
陳
風　

澤
陂
章
朱
傳
、
蕑
蘭
也
。
其
莖
葉
似
澤
蘭
、

廣
而
長
節
、
節
中
赤
高
四
五
尺
。
○
和
名
ラ
ニ
ノ
花
、
又
名
フ
ジ
バ

カ
マ
。
和
漢
共
ニ
古
蘭
ト
稱
ス
ル
モ
ノ
、
皆
今
茅
葉
黃
花
ノ
蘭
花
ニ

ア
ラ
ズ
、
楚
騒
九
畹
ノ
蘭
、
孔
子
王
者
香
ト
稱
ハ
、
卽
後
世
燕
尾
香
・

都
梁
香
ト
云
モ
ノ
、
是
乃
古
ノ
蘭
ナ
リ
。
陸
璣
・
羅
願
・
朱
子
・
時

珍
輩
委
ク
。
能
識
別
シ
、
千
歲
ノ
惑
ヲ
泮
釋
ス
。
可
悅
之
甚
ナ
リ
。

　

こ
の
後
に
続
け
て
和
漢
の
書
を
引
き
日
本
の
「
蘭
」、
フ
ジ
バ
カ
マ
な

ど
に
関
す
る
解
説
が
あ
り
、「
此
等
ノ
事
碎
瑣
微
末
ト
雖
ヘ
ド
モ
、
格
物

之
一
端
、
學
者
緊
要
ニ
吟
味
ス
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
陸
疏
に
限
ら
ず
、
諸
物
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
漢
籍
の
中
で
ど
の
よ
う

に
弁
別
・
議
論
さ
れ
て
き
た
の
か
を
整
理
し
、
批
評
を
加
え
る
例
は
多
く

見
ら
れ
る
。「
蕑
」
の
事
例
の
よ
う
に
、
朱
注
で
あ
っ
て
も
批
判
を
免
れ
な
い
。

　

そ
の
他
、
朱
注
の
典
拠
と
し
て
陸
疏
を
出
す
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、
鄭
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風
・
将
仲
子
「
無
折
我
樹
杞
」
の
朱
熹
集
伝
に
は
、

杞
、
柳
屬
也
。
生
水
傍
、
樹
如
柳
、
葉
麤
而
白
色
理
微
赤
。
蓋
里
之

地
域
溝
樹
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
辨
解
』
は
、
巻
三
・
木
部
で
「
杞
」
の
項
目

で
ま
ず
朱
注
を
挙
げ
、

俗
名
コ
ブ
ヤ
ナ
ギ
。
朱
傳
、
陸
璣
ノ
文
ヲ
引
テ
釋
ス
。

と
い
う
。
佚
集
本
陸
疏
を
確
認
す
る
と
、
朱
注
の
下
線
部
が
陸
疏
の
内
容

に
当
た
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
辨
解
』
で
は
基
本
と
な
る
朱
注
の
典
拠
を

明
ら
か
に
し
、
諸
説
を
整
理
・
検
討
し
て
さ
ら
に
批
評
を
加
え
て
い
る
が
、

断
片
的
な
引
用
が
多
く
、
陸
疏
の
何
本
を
参
照
し
て
い
た
の
か
確
定
し
に

く
い
。

　

た
だ
、
巻
六
・
魚
部
「
鱧
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
引
く
。

陸
璣
云
、
鱧
鯇
也
。
似
鯉
頬
狹
而
厚
ト
。

　

陸
疏
の
こ
の
条
は
、
秘
笈
本
・
続
百
川
学
海
本
と
広
要
本
と
で
異
同
の

あ
る
条
で
、
秘
笈
本
・
続
百
川
学
海
本
は
標
題
を
「
魚
麗
于
罶
魴
鯉
」
と

し
て
、魴

鯉
、
爾
雅
曰
鱧
鮦
也
。
許
愼
以
爲
鯉
魚
。
璣
以
爲
似
鯉
頬
狹
而
厚
。

と
す
る
が
、
広
要
本
は
標
題
を
「
魚
麗
于
罶
魴
鱧
」4

に
改
め
、4

4

4

鱧
鯇
也
。
似
鯉
頬
狹
而
厚
。
爾
雅
曰
鱧
鮦
也
。
許
愼
以
爲
鯉
魚
。

と
す
る
。
こ
の
引
用
か
ら
す
る
と
、『
辨
解
』
の
引
用
は
広
要
本
に
近
い

と
い
え
よ
う54

。

　

ま
た
、
巻
一
・
草
部
「
蘝
」
と
巻
三
・
木
部
「
梅
」（
有
條
有
梅55
）
で
は
、

「
陸
疏
廣
要
」
の
説
を
引
い
て
お
り
、
少
な
く
と
も
広
要
本
を
参
照
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
巻
四
・
鳥
部
「
雎
鳩
」
に
お
け
る
陸
疏
の
引
用
は
、

陸
璣
疏
ニ
、
雎
鳩
大
小
如
鴟
、
深
目
、
目
上
骨
露
ト
。

4
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と
す
る
。
こ
の
「
如
鴟
」
に
つ
い
て
、
明
末
の
佚
集
本
で
は
「
如
鳩
」
に

作
り
、
毛
晋
広
要
本
が
「
一
作
鴟
誤
」
と
注
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
。『
詩
経
小
識
』
と
同
様
、
広
要
本
を
参
照
し
て
い
る
『
辨
解
』
で
も
、

本
句
は
「
如
鴟
」
の
テ
キ
ス
ト
を
踏
襲
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
日
本
に
お
け
る
陸
疏
の
受
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
日
本

で
編
纂
さ
れ
た
辞
書
や
本
草
書
・
名
物
書
の
中
で
陸
疏
が
ど
の
程
度
、
何

に
基
づ
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
時
系
列
的
に
見
て
き
た
。

　

ま
ず
、
十
世
紀
前
半
の
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
は
、『
詩
経
』
毛
伝
や
鄭

箋
か
ら
の
引
用
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
陸
疏
の
引
用
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
十
三
世
紀
後
半
の
『
本
草
色
葉
鈔
』
で
は
、
陸
疏
の
引
用
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、『
色
葉
鈔
』
の
引
用
は
、『
色
葉
鈔
』
が
底

本
と
す
る
『
証
類
本
草
』
に
引
か
れ
た
陸
疏
の
孫
引
き
と
考
え
ら
れ
る
。

引
用
に
は
、
典
拠
の
省
略
や
引
文
を
節
略
す
る
場
合
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、

『
証
類
』
の
本
文
と
一
体
化
し
て
い
る
。
ま
た
、『
色
葉
鈔
』
は
『
証
類
』

の
引
用
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陸
疏
を
含
め
『
証

類
』
が
引
用
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
典
拠
と
な
る
書
物
に
遡
っ
て
検
討
し

て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

次
に
、『
詩
経
』
の
学
問
分
野
で
の
引
用
状
況
と
し
て
、
十
六
世
紀
に

書
写
さ
れ
た
清
原
宣
賢
の
『
毛
詩
抄
』
を
見
た
。
宣
賢
の
解
釈
は
『
毛
詩

正
義
』
に
基
づ
く
。
講
義
の
中
で
、
典
拠
を
明
ら
か
に
述
べ
な
い
場
合
も

あ
る
が
、
草
木
鳥
獣
に
つ
い
て
は
「
陸
璣
草
木
疏
」
あ
る
い
は
「
草
木
疏
」

と
し
て
『
正
義
』
が
引
用
す
る
陸
疏
の
解
釈
を
引
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

唐
風
・
葛
生
「
葛
生
蒙
楚
」
の
「
楚
」
に
つ
い
て
『
正
義
』
が
陸
疏
に
よ

る
注
釈
を
加
え
て
い
な
い
こ
と
を
訝
っ
て
「
草
木
疏
を
引
き
て
正
義
に
し

さ
う
な
が
、
し
候
ぬ
ぞ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
詩
経
』
に
お
け

る
草
木
鳥
獣
の
解
釈
は
ま
ず
陸
疏
に
拠
る
も
の
と
い
う
認
識
が
う
か
が
え
る
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
本
草
学
の
分
野
に
は
大
き
な
変
化
が
起
き
る
。

『
本
草
綱
目
』
が
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
重
く

用
い
ら
れ
て
い
た
『
証
類
』
に
代
わ
っ
て
『
綱
目
』
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。『
綱
目
』
の
中
に
も
陸
疏
は
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
林
羅

山
が
『
綱
目
』
に
基
づ
い
て
編
纂
し
た
『
多
識
篇
』
は
、『
綱
目
』
の
釈

名
の
項
か
ら
「
異
名
」
と
し
て
陸
疏
を
引
い
て
い
る
。
し
か
し
、『
多
識
編
』

の
引
用
は
『
綱
目
』
釈
名
の
項
に
止
ま
り
、
そ
れ
に
対
す
る
考
証
や
批
評

は
見
ら
れ
な
い
。
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こ
こ
ま
で
は
、
中
国
で
佚
集
本
が
編
纂
さ
れ
る
以
前
の
引
用
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
本
草
書
や
『
正
義
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る

原
陸
疏
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
後
、
一
六
二
〇

年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
中
国
で
は
秘
笈
本
や
続
百
川
学
海
本
、

毛
晋
広
要
本
が
刊
行
さ
れ
、
遅
く
と
も
元
禄
年
間
に
は
日
本
に
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
。
す
る
と
、
国
書
中
の
引
用
に
も
変
化
が
現
わ
れ
る
。

　

明
ら
か
な
変
化
が
起
き
た
の
は
『
詩
経
』
の
名
物
書
に
お
い
て
で
あ
る
。

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
稲
生
若
水
が
著
し
た
『
詩
経
小
識
』
で
は
、

陸
疏
と
毛
晋
の
広
要
を
引
用
し
て
い
る
。『
詩
経
小
識
』
で
は
陸
疏
の
撰

者
を
「
唐
陸
璣
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
明
末
に
刊
行
さ
れ
た
諸
本
の
特

徴
で
あ
る
。
引
文
の
内
容
か
ら
し
て
も
、
毛
晋
広
要
本
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
そ
の
後
、
日
本
の
本
草
学
が
現
物
の
観
察
に
よ
る
記
述
を
重
視
し

は
じ
め
る
と
、
本
草
学
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
『
詩
経
』
の
名
物
学
も

そ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。『
詩
経
小
識
』
で
も
す
で
に
そ
の
傾

向
は
見
ら
れ
る
が
、
江
村
如
圭
撰
・
松
岡
恕
庵
鑑
定
『
詩
経
名
物
辨
解
』

は
、
中
国
で
の
議
論
に
対
し
て
批
評
を
加
え
た
上
に
、
さ
ら
に
自
身
の
見

聞
に
よ
る
知
見
を
示
し
て
い
る
。『
辨
解
』
も
広
要
の
説
を
引
い
て
お
り
、

陸
疏
の
本
文
も
広
要
本
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
や
や
降
る

が
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
淵
在
寛
注
『
陸
氏
草
木
鳥

獣
虫
魚
疏
図
解
』
も
広
要
本
を
底
本
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佚
集
本
の

流
入
以
降
は
広
要
本
が
広
く
用
い
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、「
雎
鳩
」

に
つ
い
て
広
要
本
を
は
じ
め
佚
集
本
で
は
「
如
鳩
」
に
作
る
の
に
対
し
、

『
詩
経
小
識
』
と
『
辨
解
』
で
は
と
も
に
『
正
義
』
の
引
用
と
同
じ
く
「
如

鴟
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
正
義
』
と
校
合
し
て
改
め
た
の
か
、
あ

る
い
は
底
本
に
異
同
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

　

一
方
、
本
草
書
で
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。『
大

和
本
草
』
で
は
、「
論
本
艸
書
」
に
本
草
書
以
外
の
参
考
書
と
し
て
陸
疏

と
毛
晋
広
要
を
と
も
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
や
は
り
広
要
本

が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、『
大
和
本
草
』
や
『
物

類
品
隲
』
で
は
と
も
に
一
項
目
に
つ
い
て
陸
疏
を
引
用
す
る
に
止
ま
り
、

『
綱
目
』
が
引
用
す
る
範
疇
を
出
な
い
。
本
草
学
の
分
野
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
以
降
も
小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
な
ど
多
く
の
国
書
が
編
纂
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
合
わ
せ
て
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

最
後
に
、
陸
キ
の
名
の
表
記
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、『
見

在
書
目
録
』
で
は
「
陸
機
」
と
表
記
し
て
い
た
。『
色
葉
鈔
』
も
「
陸
機
」

と
表
記
し
て
い
る
。『
色
葉
鈔
』
の
場
合
は
、『
証
類
』
が
「
機
」
に
作
る
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こ
と
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
林
宗
和
等
が
筆
写
し
た
両
足
院

本
『
毛
詩
抄
』
で
は
、「
璣
」
と
「
機
」
を
混
用
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、『
毛
詩
抄
』
が
典
拠
と
し
た
『
正
義
』
で
は
「
機
」
と
「
璣
」
が

混
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
刊
本
の
『
正
義
』
で

は
基
本
的
に
「
機
」
に
作
り
、『
経
典
釈
文
』
が
「
璣
」
に
作
る
の
を
除

い
て
、
唐
代
以
前
の
主
な
目
録
で
は
概
ね
「
機
」
に
作
る
が
、
宋
代
以
降
、

『
崇
文
総
目
』
や
『
直
斎
書
録
解
題
』
で
は
「
機
」
の
表
記
に
疑
義
を
呈

し
「
璣
」
を
是
と
す
る
書
物
が
現
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
混
乱
が
、『
正
義
』

を
は
じ
め
陸
疏
を
引
用
す
る
書
物
の
表
記
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
の
か
、
改
め
て
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

江
戸
時
代
に
佚
集
本
が
流
入
し
て
以
降
、『
詩
経
小
識
』
や
『
大
和
本

草
』、『
辨
解
』
は
「
璣
」
に
作
る
。
こ
れ
は
、
明
末
の
佚
集
本
の
「
唐
陸

璣
」
と
い
う
表
記
と
一
致
し
て
お
り
、
陸
キ
の
表
記
の
違
い
か
ら
も
底
本

の
変
遷
が
う
か
が
え
る
。
陸
疏
の
撰
者
は
誰
な
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
は
、
小
林
清
市
氏
が
「
現
存
の
陸
疏
は
複
数
の
手
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、

後
に
陸
機
の
名
を
託
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
」
と
い
う
見
通

し
を
示
し
て
い
る56

。
た
だ
、
表
記
の
違
い
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
諸
本
の

関
係
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註１	

拙
論
「
陸
氏
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
の
基
礎
的
研
究
―
篇
目
か
ら
見

る
各
本
の
相
違
」『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
輯
、
二
〇
一
六
年
。

２	

拙
論
「
日
本
に
お
け
る
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
の
出
版
―
和
刻

本
と
図
解
本
」『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
二
輯
、
二
〇
一
八
年
。

３	

王
孫
涵
之
氏
は
「
今
本
《
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
》
辨
偽
」（『
文
史
』

二
〇
二
〇
年
第
二
輯
）
に
お
い
て
目
録
類
を
整
理
し
、
遅
く
と
も
万

暦
年
間
に
は
佚
亡
し
た
と
す
る
。

４	

徐
建
委
「
文
本
的
衍
変
《
毛
詩
草
木
鳥
獣
蟲
魚
疏
》
辨
証
」『
上
海

大
学
学
報
』
二
〇
一
八
年
第
五
期
。

５	

徐
氏
は
「
今
本
」
に
丁
晏
校
正
本
を
用
い
て
い
る
。

６	

筆
者
は
以
前
、
拙
論
（
二
〇
一
六
年
）
に
て
、
明
末
か
ら
清
に
か
け

て
刊
行
さ
れ
た
諸
本
の
篇
目
を
比
較
し
、
各
本
の
収
録
篇
目
の
違
い

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
拙
論
で
は
、
佚
集
本
の
最
初
の
編
纂
者
や
各

本
の
刊
行
順
、
文
字
の
異
同
ま
で
は
論
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
王
孫

涵
之
氏
が
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
明
末
に
刊
行
さ
れ
た
初
期
の
叢
書

の
刊
行
順
や
今
本
の
編
纂
者
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
を
加
え
、
拙
論

で
示
し
た
系
統
を
修
正
し
て
い
る
。
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

７	

狩
谷
棭
斎
の
『
日
本
現
在
書
目
證
注
稿
』（
覆
刻
『
日
本
古
典
全
集
』
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所
収
、
現
代
思
潮
新
社
、
二
〇
〇
六
年
）。
は
「
毛
詩
鳥
蟲
疏
二
卷

　

晋
陸
璣
撰
」
と
す
る
。

８	

高
橋
均「『
日
本
国
見
在
書
目
録
』を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
問
題
」『
大

妻
国
文
』
第
四
九
巻
、
二
〇
一
八
年
。

９	

高
橋
均
『
経
典
釈
文
論
語
音
義
の
研
究
』
創
文
社
、
二
〇
一
七
年
、

四
一
九
頁
。

10	

同
時
代
の
藤
原
頼
長
の
日
記
『
台
記
』
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
九

月
二
十
九
日
条
（
橋
本
義
彦
・
今
江
広
道
校
訂
『
史
料
纂
集
：
台
記
』

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
六
年
）
に
記
さ
れ
た
頼
長
の
読
書
書

目
に
は『
正
義
』が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、陸
疏
は
見
え
な
い
。
ま
た
、

同
じ
く
頼
長
の
『
宇
槐
記
抄
』
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
九
月
二
十

四
日
条
（
哲
学
院
編
『
史
料
大
観
：
台
記
別
記
・
宇
槐
記
抄
・
台
記
抄
』

哲
学
書
院
、
一
八
九
八
年
）
に
は
、
宋
客
・
劉
文
冲
に
入
手
を
依
頼

し
た
書
目
の
中
に
「
詩
学
物
性
門
類
草
木
魚
虫
疏
」「
草
木
魚
虫
図
」

の
名
が
見
え
る
が
、
陸
疏
と
の
関
係
は
未
詳
。

11	

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
文
照
軒
柴
橋
編
『
新
書

籍
目
録
』（
京
永
田
調
兵
衛
刊
）
に
「
同
（
詩
経
）
草
木
魚
獸
蟲
介

疏　
〈
晉
陸
機
〉」
と
い
う
書
名
が
見
え
る
。
撰
者
の
年
代
を
「
晉
」

と
す
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
刊
の
和
刻
本
と
は
異
な
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
伝
存
が
確
認
で
き
な
い
。
詳
細
は
不
明
。

12	

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
倭
名
類
聚
抄:

諸
本

集
成
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
）
所
収
。

13	

『
和
名
抄
』
諸
本
の
出
典
に
つ
い
て
は
宮
澤
俊
雅
氏
が
「
倭
名
類
聚

抄
諸
本
の
出
典
に
つ
い
て
」（
同
氏
『
倭
名
類
聚
抄
諸
本
の
研
究
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
は
『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』

第
四
五
巻
第
二
号
）
で
整
理
し
て
い
る
。

14	

主
に
影
印
本
『
本
草
色
葉
鈔
』（
内
閣
文
庫
、一
九
六
八
）
に
拠
っ
た
。

原
本
（
特
一
一
一
─

四
、八
冊
）
は
、後
補
鳥
の
子
色
表
紙
（
二
十
九
・

〇
×
二
十
三
・
〇
糎
）、
左
肩
に
子
持
枠
題
簽
を
貼
付
し
「
本
草
色

葉
抄
」
と
墨
書
。
楮
紙
、
裏
打
修
補
。
弘
安
七
年
惟
宗
具
俊
「
本
草

色
葉
抄
序
」、
巻
首
は
「
本
草
色
葉
鈔
第
一
」
と
す
る
が
、
不
分
巻
。

無
辺
無
界
、
毎
半
葉
七
行
字
数
不
定
、
字
面
高
さ
約
二
十
四･

五
糎
、

寄
合
書
。
毛
利
髙
標
献
上
本
。

15	

「
南
山
有
枸
」
の
『
正
義
』
に
は
、「
陸
機
疏
云
、
枸
樹
高
大
似
白
楊
、

有
子
著
枝
端
大
如
指
長
數
寸
、
噉
之
甘
美
如
飴
、
八
月
熟
。
今
官
園

種
之
。
謂
之
木
蜜
」
と
あ
る
。

16	
こ
の
混
乱
は
、
佚
集
本
に
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
王
孫
氏
が
前
掲

論
文
で
指
摘
し
て
い
る
。
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17	
こ
の
『
証
類
』
の
引
用
の
う
ち
、「
又
一
種
、
鼠
梓
、
一
名
楰
、
亦

楸
之
屬
也
。
江
東
人
謂
之
虎
梓
」
は
、『
爾
雅
』
釈
木
に
「
楰
、
鼠

梓
」
の
疏
に
「
李
巡
曰
、
鼠
梓
、
一
名
楰
。
郭
云
、
楸
屬
也
、
今
江

東
有
虎
梓
。
詩
小
雅
云
、
北
山
有
楰
、
陸
機
疏
云
、
其
樹
葉
木
理
如

楸
、
山
楸
之
異
者
、
今
人
謂
之
苦
楸
、
是
也
」
と
あ
り
、
本
来
李
巡

注
と
郭
璞
注
の
文
と
推
測
さ
れ
る
。
小
雅
・
南
山
有
臺
「
北
山
有
楰
」

の
孔
穎
達
疏
で
は
「
楰
、
鼠
梓
、
釋
木
文
。
李
巡
曰
、
鼠
梓
、
一
名

楰
。
郭
璞
曰
、
楸
屬
也
。
陸
機
疏
曰
、
其
樹
葉
木
理
如
楸
、
山
楸
之

異
者
、
今
人
謂
之
苦
楸
、
是
也
」
と
す
る
。

18	

木
田
章
義
「『
毛
詩
抄
』
解
説
」（
倉
石
武
四
郎
・
小
川
環
樹
・
木
田

章
義
校
訂
『
毛
詩
抄　

詩
経
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）。

19	

「
鴞
」
に
つ
い
て
、
古
活
字
版
（
岡
見
正
雄
・
大
塚
光
信
編
『
抄
物

資
料
集
成
』
第
六
巻
、
清
文
堂
、
一
九
七
一
年
）
は
同
様
に
「
鴞
」

に
作
る
が
、
建
仁
寺
両
足
院
の
林
宗
二
・
林
宗
和
自
筆
『
毛
詩
抄
』

（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
林
宗
二
・
林
宗
和

自
筆
毛
詩
抄
』
臨
川
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
で
は
「
鶚
」
に
作
る
。

本
句
は
『
正
義
』
が
『
爾
雅
』
郭
璞
注
を
引
い
て
「
郭
璞
曰
、
鵰
類

也
。
今
江
東
呼
之
爲
鶚
」と
い
う
文
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
、「
カ
ク
」

と
い
う
読
み
仮
名
か
ら
も
「
鶚
」
に
作
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。
ま
た

「
陸
璣
」
の
「
璣
」
は
、活
字
版
は
「
機
」
に
作
り
、両
足
院
本
は
「
璣
」

に
作
る
。
両
足
院
本
は
、
宣
賢
の
講
義
中
は
「
陸
璣
草
木
抄
」
と
す

る
が
、そ
の
後
に
附
さ
れ
た
『
正
義
』
の
引
文
は
「
陸
璣
疏
」
に
作
る
。

20	

佚
集
本
陸
疏
で
は
「
而
揚
雄
」
以
下
を
含
め
な
い
本
が
多
い
が
、
趙

佑
校
本
は
こ
れ
を
補
う
。

21	

陸
徳
明
音
釈
に
も
「
爾
雅
云
、鳥
少
美
而
長
醜
爲
鶹
鷅
。
草
木
疏
云
、

梟
也
、
關
西
謂
之
流
離
、
大
則
食
其
母
」
と
あ
る
。

22	

『
孝
子
伝
』
は
中
国
で
は
散
佚
し
て
し
ま
い
、
完
本
は
日
本
の
船
橋

家
本
（
京
都
大
学
所
蔵
）
と
陽
明
文
庫
本
の
み
で
あ
る
。

23	

両
足
院
本
は
、
行
間
に
小
字
で
『
正
義
』
の
原
文
を
引
い
て
い
る
。

24	

両
足
院
本
・
古
活
字
本
と
も
に
「
機
」
に
作
る
。

25	

「
陸
機
疏
云
、蘞
似
栝
樓
、葉
盛
而
細
其
子
、正
黑
如
燕
薁
、不
可
食
也
。

幽
州
人
謂
之
烏
服
、
其
莖
葉
煑
以
哺
牛
除
熱
。」

26	

『
礼
記
』
学
記
「
夏
楚
二
物
、收
其
威
也
」
の
注
に
「
夏
、槄
也
。
楚
、

荊
也
」
と
あ
る
。

27	
宋
紹
興
九
年
単
疏
本
（
欠
巻
一
至
七
）。
影
印
本
（
武
田
科
学
振
興

財
団
杏
雨
書
屋
編
『
毛
詩
正
義
』
編
者
、
二
〇
一
一
─

一
二
年
）
に

拠
っ
た
。

28	

徐
氏
前
掲
論
文
。
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29	

両
足
院
本
は
、
林
宗
和
と
林
宗
二
の
二
手
に
な
る
写
本
で
あ
る
が
、

ど
ち
ら
も
「
機
」
と
「
璣
」
を
混
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
大
学

附
属
図
書
館
清
家
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
二
本
の
『
毛
詩
抄
』（
①

〔
江
戸
初
期
〕
写
、
二
十
冊
、
一
─

六
三
／
モ
／
三
貴
、
②
天
文
八

年
清
原
業
賢
写
、
十
冊
、
一
─

六
三
／
モ
／
四
貴
）
に
も
同
じ
く
混

用
が
見
ら
れ
る
。

30	

川
瀬
一
馬「
多
識
編
に
つ
い
て
」『
続
日
本
書
誌
學
之
研
究
』雄
松
堂
、

一
九
八
〇
年
（
初
出
は
『
か
が
み
』
第
四
号
、
一
九
六
〇
年
）。

31	

杉
本
つ
と
む
『
日
本
本
草
学
の
世
界
―
自
然
・
医
薬
・
民
俗
語
彙
の

探
求
』
八
坂
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
一
〇
三
─

一
〇
四
頁
。
磯
野
直

秀
氏
（『
日
本
博
物
誌
年
表
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
一
六
頁
）

も
本
書
を
「
江
戸
時
代
博
物
誌
に
お
け
る
名
物
学
の
第
一
号
」
と
評

し
て
い
る
。

32	

上
野
益
三
『
日
本
博
物
学
史
』
講
談
社
、
一
九
八
九
年
（
初
出
は
平

凡
社
、
一
九
七
三
年
）。

33	

日
本
に
お
け
る
『
綱
目
』
の
受
容
は
、
こ
の
後
の
慶
長
十
二
年
に
羅

山
が
家
康
に
献
上
し
た
こ
と
が
最
初
と
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
は
こ

の
慶
長
九
年
の
「
既
見
書
目
」
以
前
に
伝
来
し
て
い
た
と
す
る
の
が

定
説
と
な
っ
て
い
る
。

34	

内
閣
文
庫
本
（
二
〇
九
─

二
五
、
三
冊
）
は
、
香
色
表
紙
（
二
十
七
・

九
×
十
九
・
一
糎
）、
左
肩
に
「
多
識
編
〈
幾
〉」
と
打
付
墨
書
。「
新

刋
多
識
編
目
録
」、
巻
首
「
新
刋
多
識
編
巻
之
一
〈
古
今
和
名
本
草

／
并
異
名
〉
／
（
低
九
格
）
羅
浮
子
道
春
諺
解
」。
四
周
双
辺
（
二
十
・

二
×
十
六
・
〇
糎
）
有
界
、
毎
半
葉
十
行
十
七
字
。
和
名
・
案
語
は

小
字
、
読
み
仮
名
を
附
す
。
典
拠
は
小
字
双
行
。
版
心
粗
黒
口
双
黒

花
口
魚
尾（
対
向
）。
刊
記「
寛
永
八
年〈
辛
／
未
〉孟
春
吉
辰
／（
低

六
格
）〈
二
条
〉
村
上　

宗
信
／
（
低
六
格
）〈
玉
屋
町
〉
田
中
長
左

衛
門
／
（
低
十
格
）
開
板
」。
林
家
旧
蔵
本
。

35	

杉
本
氏
（
前
掲
書
、
一
〇
七
─

一
一
一
頁
）
に
よ
る
と
、
見
出
し
語

は
多
く
『
本
草
綱
目
』
に
由
来
す
る
が
、
巻
五
・
田
制
門
以
下
農
事

に
関
わ
る
部
門
は
王
禎
『
農
書
』
に
由
来
す
る
と
い
う
。

36	

「
鸛
」
の
誤
り
か
。

37	

『
綱
目
』
の
「
引
據
古
今
経
史
百
家
書
目
」
に
は
「
陸
機
詩
義
疏
」・

「
陸
機
鳥
獸
草
木
蟲
魚
疏
」
と
い
う
二
つ
の
書
名
が
見
え
る
。「
陸
機

詩
義
疏
」
は
農
書
類
と
並
び
、「
陸
機
鳥
獸
草
木
蟲
魚
疏
」
は
小
学

や
名
物
学
の
書
と
並
ん
で
い
る
。
陸
疏
の
伝
本
が
様
々
な
名
称
・
テ

キ
ス
ト
で
伝
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
（
徐
氏

前
掲
論
文
）、
李
時
珍
が
複
数
の
陸
疏
を
参
照
し
て
い
た
の
か
も
し
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れ
な
い
。『
綱
目
』に
お
い
て
、「
詩
疏
」の
み
の
表
記
は
多
く
が「
釈
名
」

の
項
で
あ
り
、「
集
解
」
や
李
時
珍
注
の
中
で
は
「
陸
機
詩
疏
」
と

表
記
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、そ
の
他「
陸
機
草
木
疏
」や「
毛

詩
義
疏
」・「
陸
機
毛
詩
疏
義
」
の
表
記
も
見
え
一
定
せ
ず
、
引
書
目

の
ど
ち
ら
に
拠
る
も
の
か
特
定
で
き
な
い
。
引
書
目
の
両
本
も
、
陸

疏
の
別
称
を
重
複
し
て
掲
出
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

38	

杉
本
氏
前
掲
書
、
一
〇
九
頁
。

39	

木
村
陽
二
郞「
小
野
蘭
山
と『
本
草
綱
目
啓
蒙
』」（『
本
草
綱
目
啓
蒙
』

第
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
、
二
十
二
頁
）。

40	

こ
れ
ら
の
写
本
を
比
較
し
て
み
る
と
、
冒
頭
の
「
荇
」
に
つ
い
て
、

諸
本
が
「
不
聞
俗
名
」
と
す
る
の
に
対
し
、
国
会
（
特
一
─

二
〇
六

〇
）
は
「
俗
名
挨
索
索
」
と
す
る
な
ど
、
異
同
が
見
ら
れ
る
。
内
閣

文
庫
本
は
本
文
を
「
不
聞
俗
名
」
と
す
る
も
の
の
、
藍
筆
で
「
俗
名

挨
索
索
」
と
い
う
校
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

41	

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
稲
生
若
水
遺
稿
」

（
四
五
─

四
六
）https://rm

da.kulib.kyoto

─u.ac.jp/item
/

rb00013345

42	

下
線
部
は
『
嘉
泰
会
稽
志
』
巻
十
七
、後
半
は
『
御
覧
』
巻
九
二
一
・

羽
族
部
「
鳩
」
に
見
え
る
が
、佚
集
本
陸
疏
の
「
雲
南
」
を
「
江
南
」

と
す
る
。
な
お
、
い
ず
れ
も
『
正
義
』
や
『
爾
雅
注
疏
』
に
は
見
え

な
い
。

43	

本
稿
で
は
内
閣
文
庫
本
（
一
九
六
─

七
八
、
九
冊
）
に
拠
っ
た
。
浅

葱
色
表
紙
（
二
十
一
・
七
×
十
五
・
八
糎
）、
左
肩
に
刷
題
簽
「
大

和
本
草
〈
幾
幾
〉」
を
貼
付
。
宝
永
五
年
鶴
原
九
皐
「
大
和
本
草
叙
」、

同
年
貝
原
益
軒
「
大
倭
本
艸
自
序
」、「
大
倭
本
艸
目
録
」、「
大
和
本

草
凡
例
」、
巻
首
「
大
倭
本
草
卷
之
一
／
（
低
十
三
格
）
貝
原
篤
信

編
錄
」。
四
周
単
辺
（
十
八
・
三
×
十
四
・
〇
糎
）、
無
界
、
毎
半
葉

十
行
二
十
至
二
十
二
字
内
外
。
漢
籍
の
引
用
は
漢
文
、
漢
字
仮
名
交

じ
り
。
ま
れ
に
挿
図
あ
り
。
版
心
白
口
単
白
魚
尾
。
附
「
大
和
本
草

諸
品
圖
」。
刊
記
「
寳
永
六
〈
己
／
丑
〉
歳
／　

仲
秋
吉
祥
日
｛〈
皇

都
書
林
〉
／
永
田
調
兵
衛
｝」、
附
録
は
別
に
刊
記
「
正
德
五
〈
己
／

未
〉
歳
正
月
吉
祥
日
／
［　

］
京
師
書
林
／
［　

］
永
田
調
兵
衞
〈
藏

／
版
〉」
あ
り
。

44	

『
大
和
本
草
』
の
引
用
書
目
に
つ
い
て
は
、郭
崇
「
貝
原
益
軒
撰
『
大

和
本
草
』
の
引
用
書
目
」（『
外
国
語
学
会
誌
』
第
四
十
七
号
、
二
〇

一
七
年
）
を
参
照
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
引
用
書
目
は
四
九
八
種

で
、
最
も
多
い
も
の
は
「
本
草
」、
次
い
で
『
綱
目
』
で
あ
り
、
書

目
で
見
れ
ば
漢
籍
が
全
体
の
四
分
の
三
を
占
め
る
と
い
う
。た
だ
し
、
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郭
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
こ
の
書
目
の
中
に
は
『
綱
目
』
な
ど
か
ら

の
引
用
が
多
く
含
ま
れ
る
。

45	

『
綱
目
』
巻
十
八
上
・
草
之
七
「
陸
機
詩
疏
言
、
菟
絲
蔓
生
草
上
、

黃
赤
如
金
、非
松
蘿
也
。
松
蘿
蔓
松
上
、生
枝
正
青
、與
菟
絲
殊
異
。」

46	

九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
内
九
州
史
料
刊
行
会
『
益
軒
史
料
』

第
七
巻
補
遺
（
編
者
、
一
九
六
一
年
）
所
収
本
に
拠
っ
た
。

47	

た
だ
、「
粗
見
」
と
い
う
注
記
を
付
し
て
お
り
、
こ
こ
に
収
載
さ
れ

た
陸
疏
を
ど
の
程
度
読
ん
で
い
た
か
は
確
か
め
ら
れ
な
い
。

48	

上
野
益
三
『
日
本
博
物
学
史
』
講
談
社
、
一
九
八
九
年
、
六
四
─

六

七
頁
。

49	

本
稿
で
は
内
閣
文
庫
所
蔵
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
（
一
九
六
─

一
九

四
）
に
拠
っ
た
。

50	

『
綱
目
』
で
は
「
紫
貝
」
の
前
項
「
貝
子
」
で
『
相
貝
経
』
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。

51	

杉
本
氏
前
掲
書
、
八
十
八
頁
。

52	

『
辨
解
』
は
、
刊
記
を
異
に
す
る
同
版
本
が
数
種
あ
り
、
刊
記
に
「
享

保
十
六
年
辛
亥
四
月
／
（
低
四
格
）
京
師
書
林　

唐
本
屋
八
郎
兵
衛

鏤
刻
」
と
あ
る
も
の
が
早
印
本
と
見
ら
れ
る
（
慶
大
一
一
／
二
一
／

一
─

四
）。
こ
の
他
に
後
印
本
と
し
て
、
刊
年
と
「
京
師
書
林
」
は

改
め
ず
に
刊
行
者
を
「
唐
本
屋
宇
兵
衛
鏤
刻
」（
筆
者
蔵
）、「
中
井

平
治
郎
」（
慶
大
一
一
六
／
五
五
／
一
─

三
）、「
林
伊
兵
衞
」（
斯
道

ハ
二
二
A
／
C
三
／
三
）
と
す
る
本
、
そ
し
て
無
刊
記
本
（
国
会
W

九
九
六
─

N
一
三
二
）
を
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、嘉
永
九
年
（
一

八
五
〇
）
に
は
京
丁
子
屋
貞
七
・
大
坂
敦
賀
屋
九
兵
衛
・
江
戸
須
原

屋
茂
兵
衛
等
三
都
四
肆
に
よ
っ
て
補
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
（
慶

大
一
二
三
／
二
一
八
／
一
─

四
）、
本
書
が
長
く
読
ま
れ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
本
稿
で
は
唐
本
屋
八
郎
兵
衛
刊
本
に
拠
っ
た
。
香
色

卍
繋
ぎ
地
花
散
文
型
押
表
紙
（
二
十
六
・
八
×
十
八
・
〇
糎
）、
左

肩
に
子
持
枠
刷
題
簽
「
詩
経
名
物
辨
解　

幾
」
を
貼
付
（
首
冊
の
み

後
補
題
簽
に
墨
書
）。
見
返
「〈
松
岡
玄
達
先
生
鍳
定
／
（
低
二
格
）

江
村
如
圭
纂
述
〉
／
詩
經
名
物
辨
解
／
〈
不
許
翻
刻
千
里
必
究
／
不

認
此
印
者
係
偽
刻
〉
豫
章
堂
鏤
梓
」、
享
保
十
五
年
伊
藤
東
涯
「
詩

經
名
物
辨
解
叙
」、享
保
十
六
年
江
村
如
圭
「
詩
經
名
物
辨
解
自
叙
」、

「
詩
經
名
物
辨
解
目
録
」。
巻
首
「
詩
經
名
物
辨
解
卷
一
／
（
格
一
行

低
二
格
）
松
岡
玄
達
先
生
鍳
定　

平
安
江
村
〈
如
圭
〉
纂
述
」（
巻

二
尾
題
お
よ
び
巻
三
巻
首
題
は
「
詩
経
物
類
辨
解
」
と
す
る
）。
四

周
単
辺
（
十
八
・
二
×
十
二
・
六
糎
）、
無
界
、
毎
半
葉
十
行
二
十

至
二
十
二
字
内
外
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
、
返
点
・
竪
点
・
音
訓
読
み
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仮
名
あ
り
。
版
心
白
口
単
白
魚
尾
。
刊
記
「
享
保
十
六
年
辛
亥
四
月

／
（
低
四
格
）
京
師
書
林　

唐
本
屋
八
郎
兵
衛
鏤
刻
」

53	

こ
の
引
用
は
『
綱
目
』
か
ら
の
引
用
と
見
ら
れ
る
。

54	

和
刻
本
は
標
題
を
「
魚
麗
于
罶
魴
鱧
」
に
作
る
が
、
本
文
は
秘
笈
本

と
同
じ
。

55	

『
詩
経
』
に
お
け
る
「
梅
」
に
は
現
在
の
所
謂
ウ
メ
と
、「
枏
」
と
さ

れ
る
樹
木
の
二
種
が
あ
る
。『
辨
解
』
で
は
「
標
有
梅
」「
墓
門
有
梅
」

を
前
者
、「
有
條
有
梅
」
を
後
者
に
当
て
る
。
後
者
の
「
梅
」（
枏
）
は
、

し
ば
し
ば
ク
ス
ノ
キ
に
比
定
さ
れ
る
が
、
如
圭
は
結
論
を
出
し
て
い

な
い
。

56	

小
林
清
市
「
陸
疏
の
素
描
」（『
中
国
博
物
学
の
世
界
―
「
南
方
草
木

状
」「
斉
民
要
術
」を
中
心
に
』農
山
漁
村
文
化
協
会
、二
〇
〇
三
年
）。

　
［
附
記
］
本
稿
は
令
和
二
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
若
手

研
究
）「
狩
野
文
庫
夲
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
に
お
け
る
書
入
れ

の
翻
刻
と
研
究
」（
一
九
Ｋ
一
三
〇
六
一
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


